
表　資質・能力、到達度、指導体制と委託の程度、ブループリント（数値）

指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 学修目標 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

GE-01-01-01 個人の健康と 幸福に、 責任を 持っ て関与する 。 Does Does 学生が実施

GE-01-01-02 人間の基本的欲求について理解し ている 。 Does Does 学生が実施
GE-01-01-03 人間は成長・ 成熟する 存在である こ と を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施

GE-01-02-01
生体リ ズム、 活動と 休息のバラ ン ス、 運動習慣、 睡眠パタ ーン 等、 健康にと っ ての活動と 休息の意味を 説
明でき る 。

Does Shows How 学生が実施

GE-01-02-02 各生活行動を 統合し て対象者の生活を 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施

GE-01-03
人間の尊厳およ び
権利

GE-01-03-01 人間と し ての尊厳およ び権利について理解し ている 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施 1. 3

GE-02-01-01
対象の遺伝的多様性を 踏まえ、 個性、 生活習慣、 日課や生活史、 およ び、 生活の仕方等の生活の個別性を
理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-02-01-02 対象の健康の理解と それに必要なセルフ ケア能力や医療的管理等、 セルフ ケアの主体性を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-02-01-03 対象のコ ミ ュ ニケーショ ン 能力や周囲の人々と の関係、 意思決定能力等の自律性を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施

GE-02-01-04
対象の経験し てき たこ と に基づく 望み、 意思、 強み、 ウェ ルネスと 治療方法や療養生活の選択を 関連づけ
て考える こ と ができ る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-02-02-01 地域で生活する 人々の生活環境、 地域や文化的背景、 多様な価値観と 健康の関連を 説明でき る 。 Does Shows How 学生が実施

GE-02-02-02
人々のラ イ フ スタ イ ルの背景にある 文化を 説明し 、 身体、 成長・ 発達、 心理社会、 家族の側面から 問題を
統合し て対象と なる 人々の全体像を 描く こ と ができ る 。

Does Shows How 学生が実施

GE-02-02-03
人々のラ イ フ サイ ク ルにおける 身体的、 心理的、 生活行動や社会的な役割の変化、 発達課題と 心理的・ 社
会的危機の概要を 説明する こ と ができ る 。

Does Shows How 学生が実施

GE-02-02-04 人々のラ イ フ サイ ク ルや健康段階に応じ た変化を 捉え、 包括的に健康状態を アセスメ ン ト でき る 。 Does Shows How 学生が実施
GE-02-02-05 人々を 取り 巻く 社会環境を アセスメ ン ト し 、 生活上の問題を 抽出でき る 。 Does Shows How 学生が実施
GE-02-03-01 人々の生活における 活動と 休息のバラ ン スが心身の健康に与える 影響について説明でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施

GE-02-03-02
人々の生活に根付く 生き がい、 習慣、 信仰活動等の文化的背景と 、 健康や精神的安寧と の関連について説
明でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-02-03-03 人々がも つセルフ ケア能力なら びにラ イ フ サイ ク ルにおける 生活行動の特徴を 説明でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-02-03-04 人々の行動変容支援に必要な基礎的理論や概念を 説明でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-02-03-05 人々の生活における 衣・ 食・ 住なら びに衛生が心身の健康に与える 影響を 説明でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施

GE-02-03-06
人々の強み（ スト レ ン グス） を 身体・ 心理・ 社会的な側面から アセスメ ン ト し 、 健康増進や自立の促進に
向けた看護を 説明でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-02-03-07 人々や家族・ 関連する 家族の生活や価値観を 踏まえた看護支援を 計画でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施

GE-03-01-01
家族・ 集団・ 地域・ 社会（ 文化や政治等） 等を 含む環境から 受ける 影響と 、 それら に対する 個人の適応的
な働き かけを 理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-03-01-02
地域で生活する 人々の生活や価値観、 地域内や家族内で受け継がれる 習慣の多様性について理解し てい
る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-03-01-03 地域で生活する 人々の近隣の人々と の交流や地域のなかでの役割を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-03-01-04 地域で生活する 人々、 在宅療養者や家族の健康課題に対し て活用する 社会資源を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-03-01-05 日常生活における 支援のニーズに応じ た環境整備の必要を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施

GE-03-01-06
暮ら し の場（ 在宅、 施設等） や地域特性の違いによ る 看護のあり 方と 方法を 理解し 、 支援計画を 立案でき
る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-03-02-01 バリ アフ リ ー等の障害と 社会環境に関連する 概念を 理解し た行動を と る こ と ができ る 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

GE-03-02-02
健康障害を も つ在宅療養者・ 家族の健康状態・ 症状、 生活環境、 活動状況、 意向を 総合的にアセスメ ン ト
し 、 ケアチーム全体で共有する 課題・ ケアプラ ン と 看護課題・ 看護計画について説明でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-03-03-01 ダイ バーシティ （ 多様性） について理解し ている 。 Knows How Knows 学生が実施
GE-03-03-02 多様な場で展開さ れる 、 多様な文化背景を も つ人々の生活の支援に必要な能力を 理解し ている 。 Knows How Knows 学生が実施

GE-04-01-01
地域に暮ら す人や、 在宅療養者と その家族の健康状態や特性、 ケアニーズについて、 人々の価値観、 地域
の特徴、 文化を 踏まえ、 アセスメ ン ト でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-04-01-02
地域に暮ら す人や、 在宅療養者と その家族の強みや主体性を 引き 出し 、 セルフ ケア能力の発揮を 促す支援
について理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-04-01-03 地域に暮ら す人や、 在宅療養者の自己決定（ 意思決定） への支援について理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-04-01-04 地域社会において他者への依存と 自立のバラ ン スが生活に及ぼす影響について理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施

GE-04-01-05
必要な療養やセルフ ケアについて、 社会生活に求めら れる 仕事と 生活の観点から 就労生活、 家族生活と の
両立を 支援する 方法について理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

【別表】インタビューデータの
中で、どの資質・能力に対して
どの程度言及されたかの比率を
示したものを調査研究の結果と
して例示（この数値は重みづけ
の標準を示すものではないこと
に留意して、各大学において自
主的、自律的に重みづけを決
定）
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GE-03-02

GE-03-03

GE-04
地域を 捉えた
ニーズの把握

対象の暮ら す地域特性を
踏まえアセスメ ン ト し 、
地域生活や社会生活の支
援ニーズを 把握する 。

GE-04-01
地域を 視野に入れ
た看護の構想

看護学士課程を修了した看護師として求められる資質・能力
（各大学の教育理念から導かれるディプロマポリシーに基づき、カリキュラム編成の参考として、この資質・能力を獲得するための教育内容とすることが望まれる）

【参照】卒業時点と各領域実習前時点注釈1）の到達度、指導体制と
委託の程度を示したものを調査研究の結果として掲載（各大学の
実習環境等を考慮して参照することも可能）

注釈1）各領域実習前時点とは基礎看護学実習修了後である
注釈2）Millerピラミッド
・Does(Action)：根拠を理解して、臨地で実践できる。
・Shows How(Performance)：根拠を理解して、模擬的な環境で行動・実
演できる。
・Knows How(Competence)：収集した情報を分析・解釈し、臨地への活
用方法が考えられる。
・Knows(Knowledge)：専門職としての能力を発揮するために必要な知識
がある。

GE-02-02

GE-02-03

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

GE： 対象を 総合的・ 全人的に捉える 基本的能力（ Gener al i sm）
  対象を 全人的・ 個別的・ 総合的にみる 姿勢や態度、 パーソ ン ・ セン タ ード ・ ケアの考え方を 基盤に、 生活者と し ての対象と 家族を 支援する 。

生活者と し ての対
象を 取り 巻く 地域
の理解

生活者と し ての対
象への看護

多様な視点の統合

対象の全体像

生活と ラ イ フ サイ
ク ル

健康と 生活・ セル
フ ケア

第４ 階層第３ 階層

人間の基本的欲求
に関する 概念

人間の生活行動の
理解

第２ 階層
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対象者のラ イ フ サイ ク ル
における 健康段階、 発達
課題、 社会的役割の変化
を 捉え、 生活者の健康課
題・ 健康問題を 踏まえ、
看護を 計画・ 実施でき
る 。

GE-02-01

地域で生活する 人々、 在
宅療養者と 家族の健康生
活を 支える 資源や環境、
多様性を 理解し 、 多職種
チームでケアニーズを 共
有し 必要な看護を 導く こ
と ができ る 。

GE-03-01

GE-01
人と し ての対象
の理解

生涯発達し 続ける 人を 全
人的に捉え、 健康状態の
多様さ を 理解し ている 。

GE-01-01

GE-01-02

GE-02
対象アセスメ ン
ト の視点と 看護

GE-03
生活者と し ての
対象の理解
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指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 学修目標 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

ブループリ ント
第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

GE： 対象を 総合的・ 全人的に捉える 基本的能力（ Gener al i sm）
  対象を 全人的・ 個別的・ 総合的にみる 姿勢や態度、 パーソ ン ・ セン タ ード ・ ケアの考え方を 基盤に、 生活者と し ての対象と 家族を 支援する 。

第４ 階層第３ 階層第２ 階層

GE-05-01-01
ケアは相互作用である こ と を 踏まえ、 ケア提供者の人権を 守る 必要がある こ と 、 およ び、 その状況を 理解
し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-05-01-02
看護において人々の基本的人権を 擁護する ための手段・ 方法を 理解し ている （ イ ン フ ォ ームド コ ン セン ト
と イ ン フ ォ ームド アセン ト の意義と 必要性、 守秘義務、 個人情報の保護の方法等） 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-05-02-01
対象者と 看護職のパート ナーシッ プが相互尊重のう えに成り 立ち 、 対等な協力者である と いう 原則を 理解
し ている 。

Knows How Knows 学生が実施

GE-05-02-02 対象者と のパート ナーシッ プの類型を 理解し 、 対象者に合わせて適用する 必要性を 理解し ている 。 Knows How Knows 学生が実施
GE-05-02-03 対象者と のパート ナーシッ プの成立する 要素、 プロ セスと アウト カ ムを 理解し ている 。 Knows How Knows 学生が実施

GE-05-02-04
対象者（ グリ ーフ の状態にある 人、 被災者、 犯罪者、 被害者等） を あり のままに理解し 、 解釈や評価を 加
えないコ ミ ュ ニケーショ ン のあり 方（ 方法） を 説明でき る 。

Knows How Knows 学生が実施

GE-05-03-01 他者の経験、 置かれた状況や立場を 想像し て理解し よ う と する 共感的態度を と る こ と ができ る 。 Does Shows How 看護師の直接の監督下で実施
GE-05-03-02 対象や家族の精神・ 身体・ 社会的苦痛に十分配慮でき る 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

GE-06-01-01
対象の価値観や意向、 ニーズを 明確にし て理解する こ と に重点を 置き 、 その人の人生が有意義である こ と
を 目指し た行為と し てのパーソ ン ・ セン タ ード ・ ケアを 理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-06-01-02 対象を 全人的に捉え、 尊敬・ 尊重し 、 個別のニーズに沿っ てエン パワーする と いう 原則を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-06-02-01 看護過程のすべての段階において、 主体である 対象の意思を 尊重する 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-06-02-02 自分の傾向がわかり 、 自分の強みと 課題を 意識し ながら コ ミ ュ ニケーショ ン を と る こ と ができ る 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-06-02-03 相手の話を 聞き 、 事実や自分の意見を 相手にわかる よ う に述べる こ と ができ る 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-06-02-04 さ まざまな価値観を 理解し て、 多職種と 連携し 、 自己決定権を 含む対象の権利を 尊重する 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-06-02-05 対象者のさ まざまな特性や多様性に応じ た関係を 形成する こ と ができ る 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-07-01-01 対象者の家族構成、 家族の関係性や役割を 把握でき る 。 Does Shows How 学生が実施
GE-07-01-02 個人と 家族の発達課題を 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施
GE-07-01-03 経済的側面が家族に与える 影響を 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施
GE-07-02-01 家族看護の目的、 定義を 説明でき る 。 Does Does 学生が実施
GE-07-02-02 家族の構造、 機能、 発達段階等を アセスメ ン ト し 、 家族の看護課題・ 対応策を 説明でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-07-02-03 ジェ ノ グラ ム、 エコ マッ プ等家族構成や関係性を 図示し 、 評価でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-02-04
家族のラ イ フ サイ ク ル・ 家族構成員間関係・ 家族システムの視点で、 対象・ 家族間の問題（ 虐待・ ネグレ
ク ト 等） を 指摘でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-02-05
家族成員それぞれが生活を 営むう えでどのよ う に機能し ている か、 家族と し ての機能（ セルフ ケア、 対
処、 社会化） を アセスメ ン ト でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-03-01 家族の生活を 把握し 、 家族員の健康状態と の関連を アセスメ ン ト でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-03-02
健康状態や疾病が家族の生活や対象と の関係性にどのよ う に影響する か考え、 必要な家族看護について理
解し ている 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

GE-07-03-03 家族を システムと し て捉え、 家族介入の基本を 説明でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施
GE-07-03-04 対象の家族が抱える 葛藤を 説明でき る 。 Knows How Knows 学生が実施
GE-07-03-05 家族カ ウン セリ ン グの必要性を アセスメ ン ト し 、 基本的な技術を 用いて実施でき る 。 Knows How Knows 学生が実施
GE-07-03-06 対象の家族アセスメ ン ト に基づき 、 家族内のキーパーソ ン を 特定でき る 。 Knows How Knows 学生が実施

GE-07-03-07
介護を 担う 家族の多様化（ 要介護高齢者、 認知症高齢者の介護家族、 ヤン グケアラ ー、 障害を も つこ の親
等） の抱える 健康課題と 看護について理解し ている 。

Knows How Knows 学生が実施

GE-07-04-01
人々のセク シュ アル・ リ プロ ダク ティ ブ・ ヘルス/ラ イ ツ に関する 社会問題を 理解し 、 対象者の社会生活を
支える 看護を 説明でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-04-02
人の生涯にわたる 性の健康と 権利、 性の発達と それにかかわる 身体構造と 機能、 性行動や反応を 理解し て
いる 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-04-03
子ども を 産み育てる 親と 家族のメ ン タ ルヘルスを 保ち 、 子ども の健康な心の発達を 促す支援について説明
でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-04-04 子ども を 産み育てる 家族の機能と 家族形成の過程を 説明でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-04-05
妊娠・ 出産・ 育児期の母児（ 子） と その家族の健康を 保持増進する ために必要な看護援助の方法を 説明で
き る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-04-06
妊娠期から 子育て期にある 家族に対する 、 妊娠期から 子育て期にわたる 切れ目ない支援システムについて
理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-04-07
小児期のアタ ッ チメ ン ト およ びアタ ッ チメ ン ト 形成過程、 養育方法、 小児に適切な栄養や食事を 説明でき
る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-04-08
妊娠・ 出産・ 育児期の母児（ 子） と その家族の健康を 保持増進する ために必要な看護援助方法を 指導のも
と に実施でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-04-09
妊娠期・ 分娩期・ 産褥期・ 新生児期の身体的・ 心理的・ 社会的特性と 生理的変化について理解し 、 アセス
メ ン ト でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

GE-07-04-10
学童期・ 思春期・ AYA世代のセク シュ アル・ リ プロ ダク ティ ブ・ ヘルス/ラ イ ツ に関連する 課題を 説明でき
る 。

Shows How Knows How 学生が実施

22. 7

パーソ ン ・ セン
タ ード ・ ケアの基
本の理解

家族のラ イ フ サイ ク ルに
沿っ て家族システム、 家
族機能を アセスメ ン ト
し 、 家族ケアを 実践でき
る 。

GE-07-01

GE-07-02

GE-07-03

GE-07-04

GE-05-01

GE-05-02

GE-05-03

13. 7

23. 9

リ プロ ダク ティ
ブ・ ヘルス/育成期
家族

専門職と し ての行
動規範・ 倫理に基
づいたコ ミ ュ ニ
ケーショ ン

家族看護の方策

家族に関する 基本
的な概念

0. 1

5. 4

6. 3

0. 9

6. 2

15. 7

2. 6

21. 3

115. 0

1. 9

ケアの相互作用性を 踏ま
え、 対象者と 看護職の

パート ナーシッ プの成立
に向け共感的な関係を 構

築でき る 。

ケアの相互作用性を 踏ま
え、 対象者と 看護職の

パート ナーシッ プの成立
に向け共感的な関係を 構

築でき る 。

G
E
：
対
象
を
総
合
的
・
全
人
的
に
捉
え
る
基
本
的
能
力
（

G
e
n
e
r
a
l
i
s
m
）

援助的関係性の構
築

パート ナーシッ プ
の必要性

共感的な関係構築

GE-05
パート ナーシッ
プに基づく 共感
的な関係構築

GE-06

注釈3）見学：見学（看護行為の身体的侵襲の程度等、臨地実習指導者が判断）、看護師の直接の監督下で実施：看護師（臨地実習施設に所属）の直接の監督下で実施、
　　　 教員等の直接の監督下で実施：教員等（看護師だが臨地実習施設に所属しない）の直接の監視下で実施、学生が実施：学生が（看護師等がすぐに対応できる状況下で）実施

パーソ ン ・ セン タ ード ・
ケアの基本を 説明でき 、
自ら の関係構築上の傾向
を 理解し 、 看護の目的を
も っ て対象者と 援助的関
係を 構築する こ と ができ
る 。

GE-07

パーソ ン ・ セン
タ ード ・ ケア

家族の理解と 家
族看護

GE-06-01

GE-06-02

家族看護の基本



表　資質・能力、到達度、指導体制と委託の程度、ブループリント（数値）

指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

PR-01-01-01
看護師等の人材確保の促進に関する 法律や保健師助産師看護師法等看護師の法的位置づけを 理解し 、 職権
と 義務を 遵守でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

PR-01-01-02
看護職と 連携する 主な職種の法（ 医師法、 医療関係職に関する 法律、 福祉にかかわる 法） の特徴を 説明で
き る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-01-02-01 「 看護業務基準」 （ 日本看護協会） を 理解し 、 遵守する 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-01-02-02
「 看護職の倫理綱領」 （ 日本看護協会） 、 「 看護師の倫理綱領」 （ 国際看護師協会） 、 およ び、 それぞれ
の職場の倫理綱領等を 理解し 、 遵守する 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

PR-02-01-01 生命倫理、 医療倫理、 臨床倫理等の関連領域の倫理の変遷を 説明でき る 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-02-01-02
倫理的課題（ 個人・ 組織） を 解決する ための理論や倫理原則（ 倫理の原則、 倫理指針、 看護者の倫理綱
領、 ヘルシン キ宣言、 ベルモン ト レ ポート 、 ニュ ルン ベルク 綱領、 リ スボン 宣言、 世界人権宣言等） 、 思
考方法を 説明でき る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-02-02-01
医療や看護の現場における 倫理的課題と 調整方法を 理解し 医療現場で生じ る 倫理的な課題・ ジレ ン マに気
づき 検討でき る 。

Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

PR-02-02-02 看護を 取り 巻く 倫理的課題と その背景や歴史を 考慮し た看護実践を 検討でき る 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
PR-02-02-03 生と 死にかかわる こ と や医療の進歩に伴う 倫理的課題を 説明でき る 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
PR-02-03-01 遺伝医療における 倫理的・ 法的・ 社会的配慮について理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-02-03-02
生存権等の健康に関する 基本的人権と 社会保障（ 社会保険、 社会福祉、 公的扶助） の意義と 概要を 理解し
ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-02-04-01 個人の多様性、 多様なコ ミ ュ ニティ や集団を 尊重する 態度、 行動がと れる 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
PR-02-04-02 対象の権利擁護に関する 問題提起や相談ができ る 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

PR-02-04-03
看護活動の場における 倫理的問題について、 倫理学の考え方に依拠し 、 分析し たう えで自身の意見を 述べ
る こ と ができ る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

PR-02-04-04
デジタ ル情報や科学技術の活用における 社会的格差が医療や福祉にも たら す影響や倫理的問題に気づき 、
分析し たう えで自分の意見を 述べる こ と ができ る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-03-01-01 自分の責任と 能力の範囲内で実践する 看護の根拠と し て、 基本的人権を 説明でき る 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
PR-03-01-02 個人情報保護や守秘義務に関する 法規について理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施
PR-03-01-03 尊厳ある 生と 死へ向けたケアの意義について理解し 、 説明でき る 。 Shows How Knows How 見学
PR-03-02-01 医療機関、 自治体、 福祉施設、 事業所、 企業等多様な場で看護を 提供でき る こ と を 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-03-02-02
看護の意義や必要性、 役割を 第三者や社会に対し てわかり やすく 説明でき 、 説明責任を 果たすこ と ができ
る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-03-02-03
医療保健福祉施策の歴史・ 動向を 踏まえたう えで、 こ れから の看護の展望や社会保障のあり 方について、
意見を 述べる こ と ができ る 。

Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

PR-03-02-04
その時代や地域に求めら れる 新たな看護実践やケアのし く みを 多職種と 協働し ながら 創造し 、 実践でき
る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

PR-03-02-05 地域の医療提供体制への貢献の形と し てのアン ト レ プレ ナーを 説明でき る 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-04-01-01
看護専門職と し ての責務やアイ デン ティ ティ を 自覚し 、 多職種と 協働、 連携を し ながら 医療チームへの貢
献や責任ある 行動ができ る 。

Shows How Knows How 学生が実施

PR-04-01-02 個人情報保護や守秘義務を 遵守でき る 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施
PR-04-01-03 人間の尊厳およ び人権の意味を 理解し 、 尊重、 擁護に向けて行動でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施
PR-04-01-04 専門職連携を 行い、 相互学習、 尊重、 価値観の共有の風土を 維持でき る 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

PR-04-01-05
看護の侵襲性を 理解し 、 自分の責任と 能力の範囲を 自覚し 、 根拠に基づく 正確な知識、 確実な技術、 適切
な態度を 統合し た看護の実践、 課題の発見と 対応ができ る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-04-01-06
アド バン スケアプラ ン ニン グ、 事前指示書遵守、 延命治療、 蘇生不要指示、 尊厳死と 安楽死、 治療の中止
と 差し 控え等について理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR： プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム（ Pr of essi onal i sm）
 対象を 常に尊重し 、 法律や倫理的なガイ ド ラ イ ン に依拠し た看護を 、 自己責任を も っ て遂行し 、 対象やチームメ ン バーに対する 責任を 果たす。

1. 2

PR-02
看護職と し ての
倫理的行動

生命に関する 倫理およ び
医療における 倫理の基本
を 理解し 行動でき る 。

PR-02-01

PR-02-02

PR-02-03

PR-02-04

PR-03
看護職と し ての
専門性に関する
理解

医療を 中心に多様な場に
おける 看護の目的、 基本
的人権擁護の必要性が説
明でき る 。

PR-03-01

PR-04
看護職と し ての
専門性に関する

説明責任

専門職と し ての看護職の
責務を 理解し 、 社会に対
する 専門職集団と し て行

動でき る 。

PR-04-01

PR-03-02

看護職の専門性
を 支える 法律・
倫理の理解

看護職の法的位置づけを
理解し 、 それに基づく 行
動規範が遵守でき る 。

生命に関する 倫理
の理解

医療における 倫理
の基本的理解

医療における 倫理
的問題の理解

専門職と し ての看
護職の責務の行使

医療における 看護
の目的の理解

4. 1

5. 3

0. 5

2. 6

看護における 基本
的人権擁護の理解

医療における 倫理
的行動

174. 6

5. 5

48. 0

12. 5

4. 4

35. 0

看護学士課程を修了した看護師として求められる資質・能力
（各大学の教育理念から導かれるディプロマポリシーに基づき、カリキュラム編成の参考として、この資質・能力を獲得するための教育内容とすることが望まれる）

【参照】卒業時点と各領域実習前時点注釈1）の到達度、指導体制と
委託の程度を示したものを調査研究の結果として掲載（各大学の
実習環境等を考慮して参照することも可能）

注釈1）各領域実習前時点とは基礎看護学実習修了後である
注釈2）Millerピラミッド
・Does(Action)：根拠を理解して、臨地で実践できる。
・Shows How(Performance)：根拠を理解して、模擬的な環境で行動・実
演できる。
・Knows How(Competence)：収集した情報を分析・解釈し、臨地への活
用方法が考えられる。
・Knows(Knowledge)：専門職としての能力を発揮するために必要な知識
がある。

【別表】インタビューデータの
中で、どの資質・能力に対して
どの程度言及されたかの比率を
示したものを調査研究の結果と
して例示（この数値は重みづけ
の標準を示すものではないこと
に留意して、各大学において自
主的、自律的に重みづけを決
定）

PR-01-01
看護職の法的位置
づけ

PR-01

ブループリ ント

6. 2

4. 2

1. 9PR-01-02
看護職の行動規範
の遵守

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

P
R
：
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ロ
フ
ェ
ッ
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ナ
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ズ
ム
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指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

PR： プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム（ Pr of essi onal i sm）
 対象を 常に尊重し 、 法律や倫理的なガイ ド ラ イ ン に依拠し た看護を 、 自己責任を も っ て遂行し 、 対象やチームメ ン バーに対する 責任を 果たす。

ブループリ ント
第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

PR-04-02-01 看護職と いう 専門職集団を 長期的な視点で捉え、 同僚や後進の育成に貢献でき る 。 Knows How Knows 実施の機会がない⇒見学

PR-04-02-02
対象や社会に対する ダイ バーシティ （ 多様性） や公正公平に基づき 、 社会から 信頼さ れる 専門職集団の一
員である ための態度・ 行動を 考える こ と ができ る 。

Knows How Knows 実施の機会がない⇒見学

PR-04-02-03 ダイ バーシティ （ 多様性） によ る 不平等を なく すために行動でき る 。 Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

PR-04-02-04
他者を 適切に理解する ための妨げと なる 自分や自集団の偏見と はどのよ う なも のか考え、 意識し て行動で
き る 。

Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

PR-05-01-01 スト レ スや負担に対処する 自分なり の対処方法を 確立し 、 自ら の心身の健康管理ができ る 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
PR-05-01-02 自身の心身の健康管理や限界を 認識し 、 能力の範囲に応じ て他者の支援を 求める こ と ができ る 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-05-02-01
看護援助の目的を 明確にし 、 そのアウト カ ムを 達成する ために最善の方法と 行動を 優先順位を 考慮し 決定
でき る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-05-02-02
業務の負荷やスト レ スに向き 合える だけの明確な目的意識を も ち 、 重要性・ 必要性に応じ た自分に必要な
課題の優先順位を 決定でき る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-06-01-01
実施し た看護の意味や課題や看護成果を 、 看護の受け手を 中心と する 視点や倫理的観点で振り 返り 、 実践
の修正ができ る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-06-01-02
看護専門職と し ての自己のあり 方や学修・ 経験・ 実践を リ フ レ ク ショ ン し 、 課題や改善策の明確化、 看護
の質向上に向けた自己研鑽ができ る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-06-01-03
適切な他者へのフ ィ ード バッ ク の実施、 同僚や上司と 協働し た自ら の学修経験の振り 返り を 通し たフ ィ ー
ド バッ ク を 適切に受け止め、 改善行動に活用でき る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-06-02
人々の多様性理解
を 職業アイ デン
ティ ティ へ統合

PR-06-02-01
ノ ーマラ イ ゼーショ ン 、 ダイ バーシティ （ 多様性） ・ エク イ ティ （ 公平性） ･イ ン ク ルージョ ン （ 包摂
性） 、 レ イ シズムについて理解し 、 意思決定と 行動において看護専門職と し て適切な態度を と る こ と がで
き る 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施 0. 5

PR-07-01-01 リ ーダーシッ プの理論と 原則、 それら に基づく 意図的な変革と アウト カ ムについて理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-07-01-02
組織や医療チームや看護チーム内における リ ーダーシッ プの理論と 原則と 必要性を 理解し 、 自己の考えを
述べる こ と ができ る 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-07-01-03
患者ケアや安全管理、 実践およ び政策課題に関し て、 看護職がと る べき リ ーダーシッ プの必要性と 役割を
自覚し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-07-01-04 差別や不公平の根絶に向けた、 看護職によ る リ ーダーシッ プの必要性を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
PR-07-02-01 看護専門職と し ての実践能力と 一致し た自己効力感を も つ。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
PR-07-02-02 カ ン フ ァ レ ン スやグループワーク 等の場でリ ーダーシッ プ行動を 示す。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
PR-07-02-03 曖昧さ や不明確さ が伴う 状況では、 リ ソ ースを 活用する 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
PR-07-02-04 意見を 言う 場合は、 一貫性を 考慮し 、 信頼さ れる よ う な方法で、 積極的、 的確で正確に伝える 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-07-03-01
指導者や仲間から のフ ィ ード バッ ク に基づいて、 自身のリ ーダーシッ プ行動を 省察し 、 よ り 多様な場面で
活用でき る よ う 取り 組むこ と ができ る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PR-07-03-02 自分自身の暗黙の偏見、 その背景と なっ ている 環境や文化と の関係を 考え、 自覚し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
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PR-07

7. 2

4. 6

36. 5

35. 4

13. 9

4. 4

PR-07-02
リ ーダーシッ プの
発揮と 基盤

PR-07-03
リ ーダーシッ プ能
力開発の方略

看護の特性と 価
値観を 反映し た
職業的アイ デン
ティ ティ の形成
と 育成

看護職と し ての
自己像の確立

リ ーダーシッ プ
能力の開発

リ ーダーシッ プに関する
理論や原則を 理解し 、 実
践を 通し てリ ーダーシッ
プ能力の開発方略を 説明
でき る 。

専門職と し ての目
的意識

PR-07-01
リ ーダーシッ プの
理解

マイ ン ド フ ルネスや自身
の健康、 強みを 活かし た
心身のセルフ マネジメ ン
ト を 行い、 専門職と し て
の目的意識を も つこ と が
でき る 。

PR-05-01 自ら の健康管理

PR-05-02

自身の実践を 省察する こ
と を 通し て人々の多様性
を 理解し 職業アイ デン
ティ ティ を 統合でき る 。

PR-06-01 自ら の実践の省察

PR-05

PR-04-02

専門職と し ての看護職の
責務を 理解し 、 社会に対
する 専門職集団と し て行

動でき る 。

看護職と し ての
専門性に関する

説明責任
PR-04

社会に対する 専門
職集団と し ての行
動

11. 8

37. 0

53. 7

13. 0

注釈3）見学：見学（看護行為の身体的侵襲の程度等、臨地実習指導者が判断）、看護師の直接の監督下で実施：看護師（臨地実習施設に所属）の直接の監督下で実施、
　　　 教員等の直接の監督下で実施：教員等（看護師だが臨地実習施設に所属しない）の直接の監視下で実施、学生が実施：学生が（看護師等がすぐに対応できる状況下で）実施

PR-06



表　資質・能力、到達度、指導体制と委託の程度、ブループリント（数値）

指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

LL-01-01
生涯学習の特徴と
必要性の理解

LL-01-01-01 大学での学修と 生涯学習と の異同、 生涯学習の必要性について自身に引き 寄せて言語化でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施 4. 5

LL-01-02-01 環境や現状に対し て批判的な視点、 何事にも 疑問を も つこ と ができ る 。 Shows How Knows How 学生が実施

LL-01-02-02
新たなも のを 創り 出す意欲があり 、 新し い視点やアイ デアを 受け入れ・ 評価し 、 新し いスキルを 学ぶこ と
に興味を も ち 、 行動でき る 。

Does Shows How 学生が実施

LL-01-02-03 学習を 楽し み、 学習を やり 遂げる こ と に自信を も ち 、 心を アク ティ ブに保つこ と ができ る 。 Does Shows How 学生が実施
LL-01-02-04 学習を やり 遂げる ための忍耐力や粘り 強さ 、 勤勉さ と 緻密さ を も つこ と ができ る 。 Does Shows How 学生が実施
LL-02-01-01 患者に深く かかわる こ と を 契機に、 学習につなげる こ と ができ る 。 Does Shows How 学生が実施
LL-02-01-02 実践し た全般を 省察し 、 学習につなげる こ と ができ る 。 Does Shows How 学生が実施

LL-02-01-03
新し い視点を 得る ために新し い世界や考え方を 求めて、 積極的に学習の機会に参加し 、 研究的にかかわる
こ と ができ る 。

Does Shows How 学生が実施

LL-02-01-04 自分に適し た学習環境を 整え、 自身の方法で学習へのやる 気を おこ すこ と ができ る 。 Does Shows How 学生が実施
LL-02-02-01 効果的に文献の検索・ 取得ができ 、 定期的に知識を 確認する こ と ができ る 。 Does Shows How 学生が実施
LL-02-02-02 情報を 実践に役立つ形で整理し 、 説明でき る 。 Does Shows How 学生が実施

LL-02-02-03
適切なI CT媒体（ eラ ーニン グ、 モバイ ル技術等） 等を 活用し 、 さ まざまな情報源から 積極的に情報を 入手
する こ と ができ る 。

Does Shows How 学生が実施

LL-02-03 協働学習方略 LL-02-03-01 仲間と 協力し て学習し 、 共有・ 研鑽でき る 。 Does Shows How 学生が実施 0. 4
LL-02-04 学修方略の選択 LL-02-04-01 自身の得意な学び方と 不得意な学び方を 認識し 、 学修を 継続・ 拡張でき る 。 Does Shows How 学生が実施 1. 9

LL-03-01-01
自身の人生やキャ リ アのビ ジョ ン を 定期的に確認し 、 生涯にわたっ て探求・ 研鑽し 続ける 姿勢を 有し てい
る 。

Shows How Knows How 学生が実施

LL-03-01-02
疑問を 認知し て学修目標を 設定し 、 自身や社会の未来創造のために、 方向性を 見出し 計画する こ と ができ
る 。

Does Shows How 学生が実施

LL-03-01-03
キャ リ アオーナーシッ プ、 キャ リ アアン カ ーの考え方を 理解し 自ら の生涯学習について考え、 生涯にわ
たっ て研鑽し 続ける 姿勢を 有し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

LL-03-02-01
自身のキャ リ アビ ジョ ン を 達成する ために、 適切な助言・ フ ィ ード バッ ク 等を 通じ て、 自ら 学ぶ姿勢を 獲
得でき る 。

Does Shows How 学生が実施

LL-03-02-02 自身の成長を 支える 実践モデルの存在の重要性を 理解し 、 それを 特定し よ う と する 姿勢を も つ。 Does Shows How 学生が実施

LL-03-02-03
自身の強み、 自己教育力を 高める 方法について理解し 、 個々が実施可能な方法を 検討し 、 学習に取り 組む
こ と ができ る 。

Shows How Knows How 学生が実施

LL-04-01-01 看護基礎教育における DP/CP/AP、 コ ン ピ テン シー基盤型教育と カ リ キュ ラ ムについて理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施

LL-04-01-02
看護基礎教育・ 高等教育・ 看護継続教育等の教育に関連する 制度や法規、 看護職の免許取得、 歴史的変遷
を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施

LL-04-01-03 看護学教育（ 基礎教育・ 継続教育） に関する 目標と 評価と 学修方略を 理解し 、 取り 組める 。 Shows How Knows How 学生が実施
LL-04-01-04 期待さ れる 看護実践能力を 理解し 、 自身の看護実践能力を 自己評価し 、 必要な学修ができ る 。 Shows How Knows How 学生が実施

LL-04-01-05
自身の学修成果が看護実践能力・ 看護成果、 看護・ 医療の質、 対象のQOLにつながる こ と を 理解し 、 専門職
と し て社会に求めら れる 看護実践能力を 捉え、 常に熟達を 目指し 探究し よ う と する 姿勢を も つ。

Shows How Knows How 学生が実施

LL-05-01-01
専門職と し て生涯にわたり 学習し 続け成長し ていく ために、 自己を 評価し 管理し ていく 重要性を 説明でき
る 。

Shows How Knows How 学生が実施

LL-05-01-02
自身の職業観を 涵養し ながら 、 主体的にキャ リ アを 構築し ていく ために、 多様な生涯学習機会の獲得方法
（ 実践の振り 返り 、 自己学習、 職場における 継続教育、 学術学会や専門職団体によ る 各種研修、 大学院、
共同研究等） を 把握し 、 将来的なキャ リ アパス・ キャ リ ア開発への活用を 説明でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

LL-05-01-03
国際社会と 地域社会の一員と いう 自覚を も ち 、 変動の激し い社会について、 専門的知識に基づいて論理的
に考え、 総合的に判断し 活動し て貢献する 。

Shows How Knows How 学生が実施

LL-05-01-04
看護学分野の成果に基づき 、 広い視野から 探求でき 、 生涯学習のための政策や施策を 理解し 、 自身の学修
に活用でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

LL-05-01-05
専門職連携によ り 他職種・ 同職種・ 同僚と 協働し て、 と も に学び、 自ら の学修を 計画・ 実施・ 評価・ 改善
でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

LL-05
看護職と し ての
自己研鑽の継続
と 探求
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38. 6

基礎教育と 継続教
育の理解

19. 3

132. 6

44. 3

22. 3

31. 1

自己研鑽の継続
と 探求

自身のキャ リ アのビ ジョ
ン や目標を 定期的に確認
し 、 自身の強みを 活用し
ながら 生涯にわたっ て研
鑽を 積む姿勢を も つこ と
ができ る 。

LL-03-01
ビ ジョ ン や目標の
設定

LL-04

変動の激し い社会、 地域
社会、 国際社会に貢献す
る と と も に、 多様な生涯
学習の機会を 把握し 、 自
身の職業観を 涵養し なが
ら 主体的にキャ リ アを 構
築する こ と ができ る 。

LL-05-01
プロ フ ェ ッ ショ ナ
ルと し て自己研鑽
する 姿勢

19. 3

31. 1

看護基礎教育・ 継続教育
における 目標と 評価、 学
修方法を 理解し 、 必要な
学修ができ る 。

LL-04-01

LL-03

LL-02
生涯学習の内容
と 方略

省察・ 拡張学習・ 情報探
索・ モチベーショ ン を 向
上さ せる 方略によ り 、 積
極的な学習なら びに協働
学習ができ る 。

LL-02-01

LL-02-02

省察・ 拡張学習・
モチベーショ ン を
向上さ せる 方略

看護職と し ての
自己研鑽の継続

12. 5

LL-03-02 自己教育力 9. 9

注釈3）見学：見学（看護行為の身体的侵襲の程度等、臨地実習指導者が判断）、看護師の直接の監督下で実施：看護師（臨地実習施設に所属）の直接の監督下で実施、
　　　 教員等の直接の監督下で実施：教員等（看護師だが臨地実習施設に所属しない）の直接の監視下で実施、学生が実施：学生が（看護師等がすぐに対応できる状況下で）実施

看護学士課程を修了した看護師として求められる資質・能力
（各大学の教育理念から導かれるディプロマポリシーに基づき、カリキュラム編成の参考として、この資質・能力を獲得するための教育内容とすることが望まれる）

【参照】卒業時点と各領域実習前時点注釈1）の到達度、指導体制と
委託の程度を示したものを調査研究の結果として掲載（各大学の
実習環境等を考慮して参照することも可能）

注釈1）各領域実習前時点とは基礎看護学実習修了後である
注釈2）Millerピラミッド
・Does(Action)：根拠を理解して、臨地で実践できる。
・Shows How(Performance)：根拠を理解して、模擬的な環境で行動・実
演できる。
・Knows How(Competence)：収集した情報を分析・解釈し、臨地への活
用方法が考えられる。
・Knows(Knowledge)：専門職としての能力を発揮するために必要な知識
がある。

【別表】インタビューデータの
中で、どの資質・能力に対して
どの程度言及されたかの比率を
示したものを調査研究の結果と
して例示（この数値は重みづけ
の標準を示すものではないこと
に留意して、各大学において自
主的、自律的に重みづけを決
定）

情報探索に対する
方略

LL： 生涯学習能力（ Li f el ong Lear ni ng）
 生涯学習の重要性を 理解し 、 キャ リ ア・ ビ ジョ ン と 目標を 設定し 、 適切な学習方略に基づき 学習を 継続、 評価・ 探求する 。

ブループリ ント

15. 7
11. 2LL-01-02

学習に対する 態度
（ 批判的思考・ 創
造・ 柔軟・ 好奇
心・ 活動）

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

LL-01
生涯学習を 可能
にする 基盤

環境や現状に対し て批判
的な視点を も ち 、 学習へ
の好奇心、 勤勉さ 、 忍耐
力、 創造への意欲を も っ
て行動でき る 。

3. 3



表　資質・能力、到達度、指導体制と委託の程度、ブループリント（数値）

指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

SO-01-01-01 地域や家族等、 固有に受け継がれる 生活習慣の多様性について理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-01-01-02 人々が暮ら す地域の基本的理解と 地域の特性が健康や生活に及ぼす影響を 理解し ている 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-01-01-03 個や集団に及ぼす文化・ 慣習によ る 影響を 理解し ている 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-01-01-04
さ まざまなラ イ フ サイ ク ル、 健康レ ベルにある 人々への住み慣れた地域での健康支援の必要性について理
解し ている 。

Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-01-02-01
地域の人々の生活、 文化、 環境、 社会経済構造等の、 環境およ び地域の特性に対応し た健康的な環境づく
り の必要性について理解し ている 。

Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-01-02-02
健康を 支援する ために環境に働き かけていく 必要性、 生活環境の安全性を 査定し 、 危険を 回避する 必要性
を 理解し ている 。

Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-01-02-03
地球環境、 社会環境と 人間の健康の相互関係、 すなわち プラ ネタ リ ーヘルスの観点について理解し てい
る 。

Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-01-02-04 健康に影響する リ スク 要因について理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-01-02-05 さ まざまな社会格差が健康格差に影響し ている こ と を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-01-02-06
健康の社会的決定要因の定義や概念、 対象の社会的背景（ 経済、 制度等） が病いや生活の質のアウト カ ム
やリ スク に及ぼす影響を 理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-01-02-07
ヘルスプロ モーショ ン の理念に基づき 、 健康の社会的決定要因を コ ン ト ロ ールし 、 改善する 必要性を 理解
し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-01-02-08
個人的、 社会的、 経済的、 環境的要因が健康に与える 影響を 理解し 、 健康の決定要因を アセスメ ン ト する
必要性を 理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-01-03-01 公衆衛生の概念を 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-01-03-02 地域の人々の健康を 改善し 、 促進する ための支援の必要性を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-01-03-03 健康づく り およ び疾病対策に関し ての予防の段階を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-01-03-04 人々の健康と 生活を 支援する ための理念と 看護への適用について理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-01-03-05
健康づく り と 疾病予防のためのポピ ュ レ ーショ ン アプロ ーチと ハイ リ スク アプロ ーチの意義を 理解し てい
る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-02-01-01 人々の生活と 健康を 支える 保健・ 医療・ 福祉の法制度を 理解し 、 支援する 職種の役割を 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-02-01-02
日本における 健康政策の概要（ プラ イ マリ ・ ヘルス・ ケア、 ヘルスプロ モーショ ン 、 国民健康づく り 運
動） 、 少子高齢化対策について理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-02-01-03 社会保障制度の変遷、 社会保障制度の種類について理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-02-02-01 人々の暮ら し や健康を 支える 国や地方自治体等、 行政機関の役割や特徴について理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-02-02-02 看護職や看護の動向と それにかかわる 制度や法規と 、 時代に応じ た変遷について理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-02-02-03 行政機関における 保健活動について理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-02-02-04
保健所、 市町村保健セン タ ー、 子ども 家庭セン タ ー、 社会福祉協議会等の保健・ 福祉機関の機能と 看護職
の役割を 理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-02-02-05 地域における 保健・ 医療・ 福祉に関連する 基本的な制度や法律を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-02-02-06 個人・ 家族・ 集団・ 地域の健康の保持増進、 疾病予防の能力を 高める 看護活動について理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-03-01-01
特別支援学校、 小中高等学校における 医療的ケア児や健康課題がある 児童・ 生徒を 支援する 看護職の役割
を 理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-03-01-02 教育機関における 養護教諭と 看護職の役割や機能について理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-01-03 学校保健に関連する 基本的な制度や法律、 意義を 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-02-01 産業保健の対象と 目的について理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-02-02 産業保健における 労働衛生の基本的な対策を 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-02-03 労働災害およ び職業性疾病の概要を 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-02-04 人々が働く 産業の場における 看護職の役割について理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-02-05 産業保健に関連する 基本的な制度や法律を 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-03-01 障害や難病を も つ人々における 保健・ 福祉の意義、 関連する 制度・ 法律を 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-03-03-02
医療資源が限ら れた地域での医療・ 看護の提供体制およ び保健・ 福祉・ 介護の体制の概要を 理解し てい
る 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-03-03-03
福祉や介護を 必要と する 人が利用でき る サービ ス（ 居住系、 訪問系、 施設系等） や社会資源を 理解し てい
る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-03-03-04 地域包括ケアにおける 中核機関の位置づけ、 目的、 機能、 事業内容を 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施

SO-03-03-05
社会福祉法・ 生活保護法・ 生活困窮者自立支援法、 児童福祉法、 虐待防止法（ 高齢者、 児童、 障害者
等） 、 難病法、 精神保健福祉法、 発達障害者支援法、 認知症基本法、 医療的ケア児支援法の概要と それら
を 根拠と する 社会資源を 理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-03-03-06 障害者支援制度、 介護保険制度のし く み、 事業、 サービ ス利用の手続き 、 給付について理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-04-01 地域の救急医療体制やかかり つけ医機能等について理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-04-02 地域医療提供体制のし く みと 諸課題を 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-04-03 地域医療構想に基づく 包括的な地域医療体制や病床機能の概要を 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-04-04 地域連携ク リ ティ カ ルパスについて理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-04-05 地域医療機関の機能と 看護職の役割を 理解し ている 。 Shows How Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-03-04-06
急性期、 回復期、 慢性期の特性に応じ た自宅・ 居宅、 医療機関、 施設間の療養移行支援の必要性・ し く み
と 方法の概要を 理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-03-04-07 国民皆保険と し ての医療保険、 介護保険、 年金保険を 含む社会保険のし く みと 問題点を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-03-04-08 多死社会のなかでの死亡診断のあり 方、 看護師の役割を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
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と 看護活動

医療に関連する 法
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環境と 健康の社会
的決定要因

健康の改善と 促進

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

SO： 地域社会における 健康支援( Heal t hcar e i n Soci et y)
 地域社会およ びケアシステムと 人々の健康・ 暮ら し の関係性を 理解し 、 看護を 展開し 、 地域社会の健康を 支援する 。

S
O
：
地
域
社
会
に
お
け
る
健
康
支
援(

H
e
a
l
t
h
c
a
r
e
 
i
n
 
S
o
c
i
e
t
y)

S
O
：
地
域
社
会
に
お
け
る
健
康
支
援(

H
e
a
l
t
h
c
a
r
e
 
i
n

S
o
c
i
e
t
y)

幼児・ 児童・ 生徒
の健康に関連する
法制度と 看護活動

働く 人の健康に関
連する 法制度と 看
護活動

暮ら し （ 生活） と
健康

ブループリ ント

5. 8

0. 6
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39. 7
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60. 8 2. 2SO-03

医療・ 保健・ 福
祉・ 介護・ 教育
に関連する 法制

度の理解

人々の健康と 暮ら し を 支
える 法制度について理解
し 、 多様な場と 領域で展
開さ れる 看護活動につい
て理解し ている 。

SO-03-01

SO-03-02

SO-03-03

SO-03-04

看護学士課程を修了した看護師として求められる資質・能力
（各大学の教育理念から導かれるディプロマポリシーに基づき、カリキュラム編成の参考として、この資質・能力を獲得するための教育内容とすることが望まれる）

【参照】卒業時点と各領域実習前時点注釈1）の到達度、指導体制と
委託の程度を示したものを調査研究の結果として掲載（各大学の
実習環境等を考慮して参照することも可能）

注釈1）各領域実習前時点とは基礎看護学実習修了後である
注釈2）Millerピラミッド
・Does(Action)：根拠を理解して、臨地で実践できる。
・Shows How(Performance)：根拠を理解して、模擬的な環境で行動・実
演できる。
・Knows How(Competence)：収集した情報を分析・解釈し、臨地への活
用方法が考えられる。
・Knows(Knowledge)：専門職としての能力を発揮するために必要な知識
がある。

【別表】インタビューデータの
中で、どの資質・能力に対して
どの程度言及されたかの比率を
示したものを調査研究の結果と
して例示（この数値は重みづけ
の標準を示すものではないこと
に留意して、各大学において自
主的、自律的に重みづけを決
定）

人々の健康と 暮ら
し を 支える 法制度
と 保健活動の基本

地域保健に関連す
る 人々の健康と 暮
ら し を 支える 法制

度と 保健活動

SO-01 地域社会と 健康

人々の健康に影響を 与え
る 地域の特性や社会的決
定要因を 理解し 、 健康を
改善・ 促進する ための考
え方を 説明でき る 。

SO-01-01

SO-01-02

SO-01-03

SO-02

人々の健康と 暮
ら し を 支える 法
制度と 保健活動

の基本

日本の社会保障制度の成
り 立ち と 衛生行政のし く
みを 理解し 、 それに基づ
く 保健活動の基本につい
て理解し ている 。

SO-02-01

SO-02-02

0. 9

4. 9



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

SO： 地域社会における 健康支援( Heal t hcar e i n Soci et y)
 地域社会およ びケアシステムと 人々の健康・ 暮ら し の関係性を 理解し 、 看護を 展開し 、 地域社会の健康を 支援する 。

ブループリ ント

SO-04-01-01 地域包括ケアに携わる 関係機関・ 職種の役割を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-04-01-02 個人・ 集団・ 組織と 連携し て、 地域包括ケア体制を 整備する 意義と 方法を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-04-01-03 自助・ 互助・ 共助・ 公助、 地域共生社会の意義と 内容について理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-04-01-04
地域包括ケアシステムの必要性と 考え方、 構成要素（ 医療、 介護・ 障害福祉、 相談、 住まい、 子育て/教
育、 就労、 生活支援、 介護予防） を 理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-04-02-01
地域では集団と 地域のヘルスニーズを 把握し 、 地域の人々の健康を 改善・ 促進する ための支援や対応策が
さ れている こ と を 理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-04-02-02
既存資料の分析、 地区視診、 イ ン タ ビ ュ ー、 社会調査等多様な方法を 用いて地域アセスメ ン ト を 行っ てい
る こ と を 理解し ている 。

Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

SO-04-02-03
地域（ 都会・ 郊外・ へき 地・ 離島を 含む） の実情と それに応じ た看護を 提供し ている こ と を 理解し てい
る 。

Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

SO-04-02-04 地域の特性や社会資源を 把握する 方法について理解し ている 。 Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

SO-04-02-05
人口統計（ 人口静態、 人口動態） 、 疾病構造、 保健・ 医療・ 福祉に関する 基本的統計や指標について理解
し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-05-01-01 安全なケアを チームと し て組織的に提供する 意義について理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-05-01-02 地域の人々の健康を 改善し 、 促進する ために必要な新たな社会資源を 開発する 必要性を 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-05-01-03
慢性的な健康課題を 有する 対象と 家族が地域で生活でき る よ う 、 社会資源の活用方法について理解し てい
る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-05-01-04 地域のさ まざまな社会資源を 列挙し 、 どのよ う な利用者に活用でき る かを 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-05-01-05 主な社会資源と 人々の暮ら し や健康と の関連について理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-05-02-01 住民交流の場や健康相談の場づく り の意義と 活動方法について理解し ている 。 Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施
SO-05-02-02 地域包括ケアにおける 多機関・ 多職種連携・ 協働について理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-05-02-03 地域包括ケアシステムを 継続的に発展さ せる 必要性を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-05-02-04
施設や地域内のケア資源を 把握し 、 各専門職の専門性や役割を 踏まえ、 連携・ 協働の必要性を 理解し てい
る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-06-01-01
対象者・ 家族の希望、 生活や医療のニーズ、 介護体制、 暮ら し の特徴等を 多角的に捉えた看護展開を 説明
でき る 。

Shows How Knows 看護師の直接の監督下で実施

SO-06-01-02 対象者・ 家族の強みを 活かし 、 セルフ ケア能力の発揮を 促す支援について理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-06-01-03 家族の介護／養育負担軽減・ 在宅における 看取り ケアに向けた支援について理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-06-01-04 対象者に関わる関係機関・職種との連携、社会資源の活用について説明できる。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-06-01-05 訪問する ための準備やマナーを 理解し ている 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-06-02-01 訪問看護の発展の経緯・ 動向・ 制度の概要について理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-06-02-02
訪問看護ステーショ ン 、 看護小規模多機能型居宅介護、 医療機関等から の訪問看護利用のし く みと 内容に
ついて理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-06-02-03 訪問看護事業所等の管理、 運営、 業務内容、 看護の役割を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-06-02-04 訪問看護事業等の質保証や緊急時における 事業継続計画（ BCP） の必要性や方法の概要を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-07-01-01
日本における 防災や災害医療に関する 施策（ 防災計画・ 防災学術連携体等） や現状・ 課題を 理解し てい
る 。

Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-07-01-02
健康危機（ 感染症、 気候変動、 放射線事故、 災害等の有事） に関連する 基本的な制度や法律を 理解し てい
る 。

Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-07-01-03 災害の種類や災害サイ ク ル、 防災業務計画、 地域防災計画、 支援体制について理解し ている 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-07-02-01 災害の発生に備え、 地域や施設における 予測的な視点を も っ た防災行動やその対策を 理解し ている 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-07-02-02 災害関連死の発生要因と 予防対策を 理解し ている 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-07-03-01 要配慮者・ 避難行動要支援者への対応の必要性を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-07-03-02
災害（ 新興感染症・ 再興感染症パン デミ ッ ク ・ 原子力/放射線災害を 含む） や被災状況が健康・ 生活に与え
る 影響、 災害時のスト レ スと 健康障害と の関連を 理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-07-03-03 自然災害（ 新興感染症・ 再興感染症を 含む） がおき た際に必要と さ れる 看護師の役割を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-07-03-04
災害時の医療救護活動のフ ェ ーズ（ 超急性期、 急性期、 亜急性期、 慢性期、 静穏期） と 各期の看護につい
て理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-07-03-05
医療・ ケア・ 看護提供機関と し て、 不測の健康危機によ っ て生じ る 通信・ ラ イ フ ラ イ ン 等の障害に備え
て、 医療・ ケア・ 看護の機関において事業継続計画（ BCP） を 作成する 意義を 理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-07-03-06
災害看護活動の場（ 救護所、 避難所、 福祉避難所、 仮設住宅、 被災し た医療施設等） における 食事、 排
泄、 睡眠、 清潔、 環境と いっ た生活への援助、 身体的・ 精神的健康管理について理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-08-01-01
国際的に取り 組む必要のある 医療・ 健康課題について、 歴史・ 社会的背景を 踏まえて、 概要を 理解し てい
る 。

Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-08-01-02 保健関連の国連開発目標や国際機関・ 国際協力にかかわる 組織・ 団体について概要を 理解し ている 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-08-01-03
国際社会において諸外国と 比較し た日本の保健・ 医療・ 福祉の現状と 課題について理解し ている 。

Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-08-02-01 諸外国の看護・ 保健ニーズについて理解し 、 諸外国への支援のあり 方や国際協力について理解し ている 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-08-02-02 日本の保健・ 医療・ 福祉の特徴を 理解し 、 国際社会における 看護の役割について理解し ている 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施
SO-08-02-03 在日外国人の言語や在留資格等の社会的状況が医療行為に及ぼす影響を 理解し ている 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

SO-07
地域における 健
康危機と 看護

健康危機の概念と 法制度
について理解し 、 それを
踏まえた地域における 予
防対策と 看護活動につい
て理解し ている 。

SO-07-01

SO-06
在宅における 看

護

SO-07-03

国際社会と 健康の関係を
理解し 、 国際社会におけ
る 看護の役割と 貢献につ
いて理解し ている 。

SO-08-01

SO-08-02

対象者・ 家族の望む暮ら
し を 支える 在宅における
看護の提供方法、 およ び
訪問看護の機能と 役割に
ついて理解し ている 。

SO-06-01

SO-06-02

地域における 健康
危機と 看護活動

地域包括ケアの概
念と 地域共生社会

地域のアセスメ ン
ト

健康危機の概念と
法制度

地域における 健康
危機と 予防対策

3. 6

21. 7

在宅における 看護
の提供

訪問看護の機能と
役割

SO-07-02
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SO-05-01
地域の社会資源の
活用

SO-05-02
地域包括ケアシス
テムの構築と 推進

国際社会と 健康

グロ ーバリ ゼー
ショ ン と 看護

SO-08
国際社会におけ

る 看護
2. 6

1. 0

1. 5

113. 7

0. 5

1. 7

4. 6

2. 2

3. 5

1. 3

2. 4

5. 4

2. 2

3. 2

25. 3

地域包括ケアシステムの
構築と 推進の必要性を 理
解し 、 社会資源の活用に
ついて理解し ている 。

SO-05
地域包括ケアシ
ステムの構築と

推進

注釈3）見学：見学（看護行為の身体的侵襲の程度等、臨地実習指導者が判断）、看護師の直接の監督下で実施：看護師（臨地実習施設に所属）の直接の監督下で実施、
　　　 教員等の直接の監督下で実施：教員等（看護師だが臨地実習施設に所属しない）の直接の監視下で実施、学生が実施：学生が（看護師等がすぐに対応できる状況下で）実施

SO-04
地域包括ケアシ
ステムの基本

地域包括ケアシステムの
構築に向けて、 地域包括
ケアと 地域共生社会の考
え方や地域アセスメ ン ト
を 行う こ と を 理解し てい
る 。

SO-04-01

SO-04-02



表　資質・能力、到達度、指導体制と委託の程度、ブループリント（数値）

指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

QS-01-01-01 良質な看護の提供に向けて、 看護の質を 管理し 保証し ていく こ と の必要性を 理解し ている 。 Does Knows How 学生が実施

QS-01-01-02 看護の提供に質向上の原則を 適用する 。 Does Knows How 学生が実施
QS-01-01-03 看護の質を 管理し 保証し ていく ための活動に参画でき る 。 Does Knows How 看護師の直接の監督下で実施
QS-01-01-04 看護の費用対効果を 考慮し 、 効果的な方法を 理解し ている 。 Does Knows 学生が実施
QS-01-01-05 看護の質と 安全の管理の関連を 理解し ている 。 Does Knows 学生が実施
QS-01-01-06 看護の質の管理およ び改善への取り 組みについて理解し ている 。 Does Knows 学生が実施

QS-01-02-01 看護の質を 評価する ために PDCA サイ ク ルを 用いて改善する 意義と 方法を 理解し ている 。 Does Knows How 学生が実施

QS-01-02-02 医療の質の可視化・ 評価手段と し てのク リ ニカ ルパスや診断群分類（ DPC） について理解し ている 。 Knows How Knows 学生が実施
QS-01-03 看護の安全性確保 QS-01-03-01 看護における 安全性を 向上さ せる ための活動に参画でき る 。 Does Knows How 学生が実施 1. 0

QS-02-01-01 ケア提供に対する 説明責任を 理解し ている 。 Does Knows How 学生が実施
QS-02-01-02 安全配慮義務違反や契約違反について理解し ている 。 Does Knows 学生が実施

QS-02-02
看護記録の法的根
拠

QS-02-02-01 看護記録の法的根拠を 理解し 、 法令に遵守し た看護記録の要素を 理解し ている 。 Does Knows How 学生が実施 0. 1

QS-02-03
リ スク の予測と 説
明

QS-02-03-01 おこ り う る リ スク を 事前に把握し 、 イ ン フ ォ ームド コ ン セン ト の場で適切に伝える こ と を 理解し ている 。 Does Knows How 看護師の直接の監督下で実施 0. 3

QS-03-01-01 転倒・ 転落、 褥瘡等の有害事象の予防策を 計画し 、 実施でき る 。 Does Knows How 学生が実施

QS-03-01-02
転倒・ 転落予防、 医療関連機器圧迫創傷（ Medi cal  Devi ce Rel at ed Pr essur e Ul cer ： MDRPU） 、 褥瘡の予
防を 多職種で取り 組むこ と の効果およ び組織的取組を 理解し ている 。

Does Knows How 学生が実施

QS-03-01-03
身体拘束は、 身体（ 血管・ 神経障害等） 、 心理、 動作能力、 社会、 スピ リ チュ アル面にダメ ージを 及ぼす
ために、 対象者の人権と 尊厳を 尊重し 、 最小化する こ と を 理解し ている 。

Does Knows How 学生が実施

QS-03-02
磁場の発生する 検
査の特徴と 注意点
の理解

QS-03-02-01
磁気共鳴画像で用いら れている 磁場や電磁波の特徴を 理解し 、 人体や植え込みデバイ スの発熱等の現象に
ついて理解し ている 。

Does Knows How 学生が実施 0. 0＊

QS-03-03
放射線被ばく 予防
と 適切な対応・ 理
解

QS-03-03-01

放射線の基礎的知識の理解に基づいて、 放射線診断およ び放射線治療（ X線撮影、 CT、 ⾎管造影検査、イン

ターベンショナルラジオロジー、核医学診断・治療、放射線治療等）で⽤いられる放射線や放射線被ば
く、健康影響について説明でき、放射線被ばく低減の3原則と安全管理を理解し、医療被ばく、職業被ば
く、公衆被ばくの軽減策を理解している。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施 0. 0＊

QS-04-01-01 安全な療養環境について理解し ている 。 Does Knows How 学生が実施

QS-04-01-02
医療における リ スク を 理解し 、 リ スク マネジメ ン ト 、 有害事象（ 転倒・ 転落等の事故、 褥瘡、 与薬エラ ー
等） の予防方法について理解し ている 。

Does Knows How 学生が実施

QS-04-01-03 医療事故の予防と 発生時対応、 発生後の分析と 評価について理解し ている 。 Shows How Knows 学生が実施
QS-04-01-04 医療事故防止対策について理解し 、 看護における 安全性の確保のための対応策を 実施でき る 。 Does Knows How 学生が実施

QS-04-01-05
医療の安全性に関する 情報（ 薬剤等の副作用、 薬害、 注射器等連続使用によ る B型肝炎等の血液感染、 転
倒・ 転落、 医療過誤、 医療安全上のDo /Do not 、 優れた取組事例等） を 共有し 、 その後に役立てる ための
分析ができ る 。

Shows How Knows How 学生が実施

QS-04-01-06
組織における 医療安全対策のための管理体制と 、 各々の役割（ リ スク マネージャ ー、 医療安全管理委員会
等） と 看護の活動・ 役割について理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

QS-04-01-07 プラ イ バシー保護と 医療安全リ スク の背反性を 理解し 、 適切な対策を と る こ と ができ る 。 Shows How Knows How 学生が実施

QS-04-01-08
医療の不確実性がある こ と を 踏まえ、 個人およ び組織における 対象安全管理の重要性を 理解し 、 適切な行
動や態度を と る こ と ができ る 。

Does Knows How 学生が実施

QS-04-01-09 根拠に基づいてリ スク を 分析し 、 安全性を 判断でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施

QS-04-02-01
医療事故調査制度と 薬物の副作用に対処する ための制度（ 医薬品副作用被害救済制度等） について理解し
ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

QS-04-02-02 薬害や医療被害の歴史や事実経過、 当事者の視点・ 経験を 理解し 、 再発予防の価値観を 身につける 。 Shows How Knows How 学生が実施
QS-04-03-01 在宅領域における 医療処置、 生活介助、 情報共有、 移動等の際に生じ る リ スク の特徴を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施

QS-04-03-02
対象者・ 家族等の意向を 把握し 、 治療方法、 サービ ス利用、 療養や看取り の場等ケアや医療に関する 適切
な選択について相談に乗る 方法を 理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

QS-04-03-03
訪問看護での医療処置・ 生活介助・ 情報共有・ 移動等の際におこ る イ ン シデン ト ・ アク シデン ト の特徴、
予防と 対応の方法を 理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

QS-04-04-01
医薬品・ 医療機器の安全な管理体制や安全な医療環境を 形成する 意義、 PMDA（ 医薬品医療機器総合機構）
の活動について理解し ている 。

Knows How Knows 学生が実施

QS-04-04-02 薬物管理の基本的知識と 注意事項を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
QS-04-05-01 イ ン シデン ト （ ヒ ヤリ ・ ハッ ト ） 事象に遭遇し た場合は、 迅速に報告・ 連絡・ 相談ができ る 。 Does Knows How 学生が実施

QS-04-05-02
イ ン シデン ト （ ヒ ヤリ ・ ハッ ト ） ・ アク シデン ト 事象に遭遇し た場合は、 その原因と 再発防止策を 理解し
ている 。

Does Knows How 学生が実施

QS-04-05-03
リ スク カ ン フ ァ レ ン ス、 M&M（ mor t al i t y & mor bi di t y） カ ン フ ァ レ ン スやCPCに参加し て自身の意見を 述べ
る こ と ができ る 。

Does Knows How 看護師の直接の監督下で実施

QS-04-06-01 対象安全の文化を 理解し 、 事業者と 職場環境の安全文化に貢献する こ と ができ る 。 Knows How Knows 学生が実施
QS-04-06-02 ヘルシーワーク プレ イ ス（ 健康で安全な職場） と 良好な職場環境構築に必要な要因を 理解し ている 。 Knows How Knows 学生が実施

3. 0

QS-03
対象の安全促進
のための知識

対象の安全促進
のための知識と
行動

安全管理の基本的理解と
対象の安全のための行動
を と る こ と ができ る 。

QS-04-03

QS-04-04
医療機器・ 医薬品
管理に関する 基本
的な知識

QS-04-05
イ ン シデン ト ・ 有
害事象発生時の対
応

有害事象の予防策と 適切
な対応を 理解し ている 。

QS-04

QS-04-06
安全の文化への貢
献

在宅における 安全
の確保

ブループリ ント

27. 9

7. 4

5. 3

1. 2

0. 6

2. 7

0. 0＊

0. 0＊

0. 1

13. 2

0. 3

0. 3

0. 3

6. 9

QS-02-01

ケア提供に対す
る 説明責任

ケア提供についての説明
およ び看護記録の法的根
拠を 理解し ている 。

QS-03-01

QS-04-01
安全管理の基本的
理解と対象の安全
のための行動

QS-04-02
薬害・ 医療被害の
再発防止の制度理
解と 価値観

看護学士課程を修了した看護師として求められる資質・能力
（各大学の教育理念から導かれるディプロマポリシーに基づき、カリキュラム編成の参考として、この資質・能力を獲得するための教育内容とすることが望まれる）

【参照】卒業時点と各領域実習前時点注釈1）の到達度、指導体制と
委託の程度を示したものを調査研究の結果として掲載（各大学の
実習環境等を考慮して参照することも可能）

注釈1）各領域実習前時点とは基礎看護学実習修了後である
注釈2）Millerピラミッド
・Does(Action)：根拠を理解して、臨地で実践できる。
・Shows How(Performance)：根拠を理解して、模擬的な環境で行動・実
演できる。
・Knows How(Competence)：収集した情報を分析・解釈し、臨地への活
用方法が考えられる。
・Knows(Knowledge)：専門職としての能力を発揮するために必要な知識
がある。

【別表】インタビューデータの
中で、どの資質・能力に対して
どの程度言及されたかの比率を
示したものを調査研究の結果と
して例示（この数値は重みづけ
の標準を示すものではないこと
に留意して、各大学において自
主的、自律的に重みづけを決
定）

ケア提供について
の説明

QS-01
看護の質の維
持・ 向上

看護の質管理の基本と 評
価の方法を 理解し てい
る 。

QS-01-01

QS-01-02

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

看護の質評価の方
法

QS： ケアの質と 安全の管理（ Qual i t y and Saf et y）
ケアの質の維持・ 向上を 目指し 、 ケア提供に対する 説明責任を 果たし 、 対象者と 医療提供者の危険リ スク が最小限と なる よ う 行動する 。

Q
S
：
ケ
ア
の
質
と
安
全
の
管
理
（

Q
u
a
l
i
t
y
 
a
n
d
 
S
a
f
e
t
y
）

QS-02

看護の質管理の基
本

有害事象の予防策
の理解と 実施



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

ブループリ ント
第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

QS： ケアの質と 安全の管理（ Qual i t y and Saf et y）
ケアの質の維持・ 向上を 目指し 、 ケア提供に対する 説明責任を 果たし 、 対象者と 医療提供者の危険リ スク が最小限と なる よ う 行動する 。

QS-05-01-01 医療関連感染の定義、 院内感染症を 理解し 、 医療関連感染サーベイ ラ ン スについて理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
QS-05-01-02 新興感染症・ 再興感染症等についてその感染経路を 理解し 、 必要な感染対策を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施

QS-05-01-03
医療関連感染症に関連し たシステム（ 院内感染対策委員会、 院内感染サーベイ ラ ン ス、 感染制御チーム、
感染対策マニュ アル等) の役割や意義を 理解し て参加する 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

QS-05-01-04
標準予防策（ スタ ン ダード プリ コ ーショ ン ） 、 感染経路別予防策（ 飛沫感染予防策、 接触感染予防策、 空
気感染予防策等） が必要と なる 病原微生物、 対象から 医療従事者への病原微生物曝露を 防ぐ ための個人防
護具、 予防接種等、 医療従事者の体液曝露後の感染予防策について理解し ている 。

Does Knows How 看護師の直接の監督下で実施

QS-05-02
医療関連感染の予
防行動

QS-05-02-01 感染防止について理解でき 、 感染防止対策を 適切に実施でき る 。 Does Knows How 学生が実施 0. 1

QS-05-03-01 微生物感染症に対する ワク チン の原理、 種類と それに対する 問題点について理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
QS-05-03-02 自然免疫と 獲得免疫、 ワク チン 接種によ り 予防可能な疾患について理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
QS-05-03-03 ワク チン 接種に伴う 有害事象（ 副反応） 、 ワク チン 接種の自己決定を 阻害する 問題を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施

QS-05-04
職業感染対策の理
解

QS-05-04-01 職業感染対策（ ワク チン 接種、 感染症、 針刺し ・ 切創・ 体液曝露、 結核曝露等） を 理解し ている 。 Does Knows How 学生が実施 1. 5

QS-05-05-01 問診等を 通し て、 感染症を 推察し 、 必要な検査、 適切な隔離策を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
QS-05-05-02 市中感染の状況を 情報把握し 、 自施設内での感染伝播のリ スク を 想定し 、 持込防御策の理解を し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
QS-06-01-01 災害時や公衆衛生上の緊急事態において、 人々の健康を 守る ための準備の必要性を 理解し ている 。 Knows How Knows 学生が実施
QS-06-01-02 要配慮者へ備えの必要性を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
QS-06-02-01 災害時に特有の健康障害（ ク ラ ッ シュ シン ド ロ ーム・ DVT等） の理解を し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
QS-06-02-02 災害時に連携すべき 職種や機関（ 非医療従事者、 自衛隊、 消防、 警察等） の理解を し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施

QS-06-02-03
災害時の医療の考え（ CSCATTT、 特にト リ アージ、 災害用無線機によ る 情報の取り 方等） の理解を し てい
る 。

Shows How Knows How 学生が実施

QS-06-02-04 二次災害の発生と 危険について理解を し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
QS-06-02-05 緊急事態発生時における 、 マスギャ ザリ ン グ災害、 NBC災害を 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施

QS-05

Q
S
：
ケ
ア
の
質
と
安
全
の
管
理

（
Q
u
a
l
i
t
y
 
a
n
d

S
a
f
e
t
y

）
災害等緊急事態発
生時の医療者・ 医
療機関の役割

災害等の緊急事態
発生時の対応

ワク チン 接種によ
る 感染予防

QS-05-05

災害等の対応
災害等緊急事態発生時の
医療者・ 医療機関の役割
と 対応を 説明でき る 。

QS-06-01

QS-06-02

QS-05-01
医療関連感染の理
解と 予防

QS-06

QS-05-03

感染症予防行動

対象の安全促進
のための感染対
策

医療関連感染の理解と 感
染予防が説明でき 、 実施
でき る 。

4. 5

2. 1

1. 8

0. 3

0. 5

注釈3）見学：見学（看護行為の身体的侵襲の程度等、臨地実習指導者が判断）、看護師の直接の監督下で実施：看護師（臨地実習施設に所属）の直接の監督下で実施、
　　　 教員等の直接の監督下で実施：教員等（看護師だが臨地実習施設に所属しない）の直接の監視下で実施、学生が実施：学生が（看護師等がすぐに対応できる状況下で）実施

＊「0.0
＊
」の記載は、表の数値は小数点第2位を四捨五入して示したため、「0＜＊＜0.05」は意味するものである。

0. 1

2. 2



表　資質・能力、到達度、指導体制と委託の程度、ブループリント（数値）

指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

I P-01-01-01 多職種連携協働の意義、 目的、 成果を 説明でき る 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
I P-01-01-02 実際の多職種連携協働の方法と 課題を 説明でき る 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

I P-01-02

多様な職種によ り
構成さ れる コ ミ ュ
ニティ への所属意
識

I P-01-02-01 かかわる 多様な職種と 専門職連携の価値を 共有でき る 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施 1. 8

I P-01-03-01 対象・ 利用者・ 家族・ 地域のwel l bei ngの向上に向けと も に活動する 意欲と 自信を も つこ と ができ る 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

I P-01-03-02
多職種連携協働において、 かかわる メ ン バーはチームワーク に対し て等し く 責任を も ち 、 協働でき る と い
う 信念を も つ。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

I P-02-01
自分の意見の明確
な説明

I P-02-01-01 自ら の意見を 明確に根拠と と も に伝える こ と ができ る 。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施 1. 5

I P-02-02-01 チームメ ン バーの意見を 傾聴する こ と ができ る 。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
I P-02-02-02 多職種およ び他の学生の役割や意見を 尊重し た説明や返答、 問いかけができ る 。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
I P-02-03-01 情報伝達と し て看護記録の目的と 意義、 種類、 記載方法を 説明でき る 。 Does Does 学生が実施
I P-02-03-02 情報伝達と し て、 I -SBAR等の専門職間連携を 可能と する 報告方法を 実施でき る 。 Does Does 学生が実施
I P-02-03-03 情報伝達と し て、 専門職間連携を 促進する テク ニカ ルスキル・ ノ ン テク ニカ ルスキル等を 活用でき る 。 Does Does 学生が実施
I P-02-03-04 自己の知識や価値観、 対象の状態・ 状況・ 考察を 多職種およ び同職種に報告・ 連絡・ 相談でき る 。 Does Does 学生が実施

I P-03-01
看護職の役割と 責
任の説明

I P-03-01-01 看護職の価値、 責任、 役割、 保有する 知識を 説明でき る 。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施 0. 6

I P-03-02
他の職種の役割と
責任の理解

I P-03-02-01 他職の価値、 責任役割、 知識、 保有する 知識を 理解し 、 その理解を 当該職に確認する こ と ができ る 。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施 1. 8

I P-04-01-01 患者中心の連携協働に向けたチームビ ルディ ン グができ る 。 Does Knows How 学生が実施
I P-04-01-02 チームワーク が何によ っ て困難になる かを 理解し 、 よ り よ いチームワーク に貢献でき る 。 Does Does 学生が実施
I P-04-01-03 チームの目標、 役割と 責任を 明確に説明でき る 。 Does Does 学生が実施
I P-04-01-04 チームメ ン バーの相互補完と 実践の統合を 目指し て活動でき る 。 Does Shows How 学生が実施
I P-04-02-01 チームのタ スク に応じ たリ ーダーシッ プ・ メ ン バーシッ プを 発揮でき る 。 Does Does 学生が実施
I P-04-02-02 チームを 俯瞰し 自分と メ ン バーそれぞれの役割と 関係性を 説明でき る 。 Does Does 学生が実施

I P-04-03
連携協働の課題の
明確化

I P-04-03-01 自分がかかわる 連携協働の課題を 明確にでき る 。 Does Does 学生が実施 1. 0

I P-05-01-01 常に、 患者、 利用者、 家族、 住民、 地域志向で多職種連携協働を 行う こ と ができ る 。 Does Does 学生が実施
I P-05-01-02 対象、 家族、 介護者、 コ ミ ュ ニティ を パート ナーと し てケアマネジメ ン ト ができ る 。 Does Shows How 学生が実施
I P-05-02-01 多職種およ び対象者と 協働し てケアマネジメ ン ト ができ る 。 Does Shows How 学生が実施
I P-05-02-02 さ まざまな人々と の協働を 通し て、 健康上の諸課題への対応に参画でき る 。 Does Shows How 学生が実施
I P-05-02-03 多職種と 協働し てケアプラ ン ・ サービ ス計画を 立案する こ と ができ る 。 Does Shows How 学生が実施
I P-05-02-04 多職種間での情報共有する 際の要配慮情報を 説明でき る 。 Does Does 学生が実施
I P-06-01-01 多職種およ び他の学生と と も に学び、 互いに学び、 互いから 学ぶこ と ができ る 。 Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施
I P-06-01-02 専門職連携教育で得た知識を 実践に活用でき る 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施
I P-07-01-01 自分自身や他者がも つ他の専門職へのステレ オタ イ プな見方に気づく こ と ができ る 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施
I P-07-01-02 対立を 回避する こ と なく 向き 合い、 解決に向かう 態度を も ち 続ける こ と ができ る 。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施
I P-07-02-01 他の職種およ び学生の意見を 尊重し 、 信頼関係を 築く こ と ができ る 。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
I P-07-02-02 同僚の見解は等し く 有効で重要である こ と を 認める こ と ができ る 。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施

I
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携
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チームベースのコ
ミ ュ ニケーショ ン
の実際

チームメ ン バー・
チームリ ーダーと
し ての行動

I P-05
対象を 中心と し
た連携協働

対象者志向の連携協働が
でき る 。

I P-05-01

I P-05-02

対象志向での連携
協働

自身の見方への気
づき と 葛藤への対
処

チームワーク の理
解と 実践

I P-04-02

I P-06
連携協働の生涯
学習

I P-04 チームワーク

I P-07 倫理的態度
すべての同僚に対し て倫
理的な態度で接する こ と
ができ る 。

I P-07-01

I P-07-02

2. 3

相互尊重の原則 11. 3

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

自ら の連携協働実践を 振
り 返り 、 チームメ ン バー
と と も に学び続ける こ と

I P-06-01
学習と リ フ レ ク
ショ ン

8. 0

6. 2

3. 0

4. 4

対象・ 多職種と 連
携し たケアマネジ
メ ン ト

6. 8

I P： 多職種連携能力（ I nt er pr of essi onal  Col l abor at i on）
 医療・ 保健・ 福祉・ 介護等患者・ 家族にかかわる すべての人々の役割を 理解し 、 お互いに良好な関係を 築き ながら 、 患者・ 家族・ 地域の課題を 共有し 、 かかわる 人々と 協働する こ と ができ る 。

8. 7

7. 7

多職種連携の基
盤

多職種連携の価値、 目的
を 理解し 、 患者中心に実
践でき る 。

I P-01-01
多職種連携の目的
と 成果

I P-03
専門職の役割と
責任の理解

I P-01

看護職の役割と 責任、 保
有する 知識、 他職の役割
と 責任、 保有する 知識を
説明でき 、 常に更新する
こ と ができ る

I P-02
チームにおける
コ ミ ュ ニケー
ショ ン

13. 6

I P-02-02
チームメ ン バーの
意見の傾聴

自分の意見を 明確に伝え
チームメ ン バーの意見を
傾聴する こ と でチーム内
のコ ミ ュ ニケーショ ン を
効果的に行う こ と ができ
る 。 I P-02-03

チームワーキン グに必要
な知識を 説明し 、 実践で
き る 。

I P-04-01

注釈3）見学：見学（看護行為の身体的侵襲の程度等、臨地実習指導者が判断）、看護師の直接の監督下で実施：看護師（臨地実習施設に所属）の直接の監督下で実施、
　　　 教員等の直接の監督下で実施：教員等（看護師だが臨地実習施設に所属しない）の直接の監視下で実施、学生が実施：学生が（看護師等がすぐに対応できる状況下で）実施

看護学士課程を修了した看護師として求められる資質・能力
（各大学の教育理念から導かれるディプロマポリシーに基づき、カリキュラム編成の参考として、この資質・能力を獲得するための教育内容とすることが望まれる）

【参照】卒業時点と各領域実習前時点注釈1）の到達度、指導体制と
委託の程度を示したものを調査研究の結果として掲載（各大学の
実習環境等を考慮して参照することも可能）

注釈1）各領域実習前時点とは基礎看護学実習修了後である
注釈2）Millerピラミッド
・Does(Action)：根拠を理解して、臨地で実践できる。
・Shows How(Performance)：根拠を理解して、模擬的な環境で行動・実
演できる。
・Knows How(Competence)：収集した情報を分析・解釈し、臨地への活
用方法が考えられる。
・Knows(Knowledge)：専門職としての能力を発揮するために必要な知識
がある。

【別表】インタビューデータの
中で、どの資質・能力に対して
どの程度言及されたかの比率を
示したものを調査研究の結果と
して例示（この数値は重みづけ
の標準を示すものではないこと
に留意して、各大学において自
主的、自律的に重みづけを決
定）

ブループリ ント

13. 7

2. 8

9. 1I P-01-03

多様な職種によ る
患者・ 利用者中心
の連携実践への意
欲と 自信

77. 0

18. 0

2. 4

10. 1

11. 2

8. 0



表　資質・能力、到達度、指導体制と委託の程度、ブループリント（数値）

指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

RE-01-01-01 捏造、 改ざん、 盗用等を 含め研究不正の類型を 説明する こ と ができ 、 研究不正を 行わない。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-01-01-02 研究者倫理（ 対象者の人権擁護と 研究不正の回避に必要な知識を 含む） を 理解し ている 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-01-01-03 人を 対象と し た研究（ 治験、 特定臨床研究を 含む） に関する ルールの概要を 理解し ている 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-01-01-04 人を 対象と し た研究における 倫理的配慮の具体的な例と その理由を 理解し ている 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-02-01-01 何事にも 知的好奇心を も っ て取り 組むこ と ができ る 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-02-01-02 看護学の学修に必要な科目およ び自身の関心に応じ たプロ グラ ムを 選択し 、 参加する こ と ができ る 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-02-01-03 自身の関心事について情報収集、 文献を 検索、 セミ ナーや研修に参加でき る 。 Shows How Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-02-01-04 自身の関心を 問いにする こ と ができ る 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施

RE-02-01-05
他の学問分野（ 工学、 情報学、 経済学、 経営学等） と 協働し て、 新たな看護実践や社会資源を 開発する 意
義を 理解し ている 。

Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

RE-02-01-06 根拠に基づいた実践（ EBP） と 研究の循環的発展について理解し ている 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-03-01-01 想定する 読者に応じ て、 論理的でわかり やすい文章を 作成でき る 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-03-01-02 自然科学・ 人文社会科学の科学的探究の方法を 理解し 、 実施でき る 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-03-01-03 研究計画・ 実施する う えでの注意点を 理解し 研究計画を 立案でき る 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-03-01-04 文献研究、 事例研究、 実験・ 調査研究等の研究を 、 指導を 受けながら 実施でき る 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施

RE-03-01-05
課題設定、 データ 収集、 分析手法選択、 解決施策に唯一の正解はなく 、 さ まざまなアプロ ーチが可能であ
る こ と を 理解し ている 。

Does Knows 教員等の直接の監視下で実施

RE-03-01-06 研究データ を 適切に記録、 管理でき る 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-03-01-07 看護活動に必要な基本的データ を 収集、 分析、 解釈でき る 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-03-01-08 データ を 活用し た一連のプロ セスを 体験し 、 データ 利活用の進め方を 理解し ている 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-03-01-09 相関分析、 平均値と 割合の検定等を 実施でき る 。 Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

RE-03-01-10
研究成果には適用可能範囲や限界がある こ と を 理解し たう えで、 支援を 受けながら 、 成果を 理解し てい
る 。

Does Knows 教員等の直接の監視下で実施

RE-03-02-01 自身の行っ た研究内容を 論文・ 報告書・ 発表等の形にまと める こ と ができ る 。 Shows How Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-03-02-02 発表の場に応じ て聴衆にわかり やすく 研究内容を プレ ゼン テーショ ン でき る 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施
RE-03-02-03 他の研究者の発表に対し て質問や意見を 述べる こ と ができ る 。 Does Knows 教員等の直接の監視下で実施

54. 8

24. 3

看護学の探究

研究の基礎を理解し 、 指導
を受けながら そのプロセス
を実施し 、 報告し 発表する
こ と ができ る。

RE-01-01 倫理規定の遵守
学術活動の倫理
的行動

【別表】インタビューデータの
中で、どの資質・能力に対して
どの程度言及されたかの比率を
示したものを調査研究の結果と
して例示（この数値は重みづけ
の標準を示すものではないこと
に留意して、各大学において自
主的、自律的に重みづけを決
定）

28. 4

RE-03-01 研究の基礎

学術的探究

RE-03-02 学術成果の発信

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

24. 3

20. 7

7. 7

ブループリ ント

2. 2 2. 2

RE： 科学的探究能力（ Resear ch）
 看護学の学術的活動を 通し て、 よ り 良い看護を 探究し 看護実践の質向上に貢献する と と も に、 看護学の発展に寄与する 。

科学的探究の諸方法につ
いて理解する こ と ができ
る 。

RE-03

学術活動における 倫理規
定の重要性と 内容を 理解
する こ と ができ る 。

注釈3）見学：見学（看護行為の身体的侵襲の程度等、臨地実習指導者が判断）、看護師の直接の監督下で実施：看護師（臨地実習施設に所属）の直接の監督下で実施、
　　　 教員等の直接の監督下で実施：教員等（看護師だが臨地実習施設に所属しない）の直接の監視下で実施、学生が実施：学生が（看護師等がすぐに対応できる状況下で）実施

看護学士課程を修了した看護師として求められる資質・能力
（各大学の教育理念から導かれるディプロマポリシーに基づき、カリキュラム編成の参考として、この資質・能力を獲得するための教育内容とすることが望まれる）

【参照】卒業時点と各領域実習前時点注釈1）の到達度、指導体制と
委託の程度を示したものを調査研究の結果として掲載（各大学の
実習環境等を考慮して参照することも可能）

注釈1）各領域実習前時点とは基礎看護学実習修了後である
注釈2）Millerピラミッド
・Does(Action)：根拠を理解して、臨地で実践できる。
・Shows How(Performance)：根拠を理解して、模擬的な環境で行動・実
演できる。
・Knows How(Competence)：収集した情報を分析・解釈し、臨地への活
用方法が考えられる。
・Knows(Knowledge)：専門職としての能力を発揮するために必要な知識
がある。

R
E
：
科
学
的
探
究
能
力
（

R
e
s
e
a
r
c
h
）

RE-02
看護学の探究の
基礎

RE-02-01

RE-01



表　資質・能力、到達度、指導体制と委託の程度、ブループリント（数値）

指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

CS-01-01-01 看護ケアにかかわる プロ セス、 問題解決の思考プロ セスを 理解し 、 総合的に実践でき る 。 Does Does 学生が実施

CS-01-01-02
看護で用いる 思考プロ セスである ク リ ティ カ ルシン キン グ、 臨床推論、 看護過程（ アセスメ ン ト 、 分析、
計画、 実施、 評価） 等を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施

CS-01-01-03
看護ケアの目標・ アウト カ ム・ アウト カ ム指標・ 計画立案・ 実施・ 評価を する プロ セスを 理解し 、 実践で
き る 。

Does Shows how 学生が実施

CS-01-01-04
看護ケア提供時に、 説明を 行う 責任と 判断およ び実施し た行為と その結果についての責任を 果たすこ と が
でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-01-01-05
対象の自己管理の状況等から 健康課題を アセスメ ン ト し 、 セルフ ケア管理を 促進する ための看護活動を 説
明でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-01-01-06
対象の身体・ 心理・ 社会的なら びに生活上の課題に対し て根拠に基づいた個別的な看護実践を 説明でき
る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-01-02-01
看護学的アプロ ーチに必要な対象者の身体的・ 生活機能、 心理的、 社会的な情報を 本人、 関係者、 対象の
Per sonal  Heal t h Recor d( PHR) や各種診断書・ 証明書・ 診療情報提供書等から 情報収集でき る 。

Does Knows how 学生が実施

CS-01-02-02
対象の日常生活行動、 全身の外観（ 体型、 栄養、 姿勢、 歩行、 顔貌、 皮膚、 発声） から 、 対象者の状態と
状況の情報を 収集でき る 。

Does Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-02-03
情報収集で得ら れたデータ を フ レ ームワーク に基づき 情報整理、 解釈・ 分析・ 推論し 、 対象のニーズを 包
括的・ 焦点的にアセスメ ン ト でき る 。

Does Shows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-02-04
対象がもつ健康課題に対して、疾病認識や症状等の自己管理の状況から、受療に至るまでにどのような過
程があるかを身体・生活機能、生活行動、心理、社会的視点からアセスメントできる。

Does Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-02-05
対象がも つ健康障害に対し て、 主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法の知識
と 、 時間的変化や推移の結果を アセスメ ン ト し 、 身体・ 心理・ 社会的なニーズと セルフ ケアの現状、 健康
課題を 抽出でき る 。

Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-03-01
看護学の視点から 人々の身体・ 心理・ 社会的なニーズや健康課題を 明確にし 、 対象のニーズや意思決定支
援を 支える 看護目標なら びにアウト カ ムを 優先順位を 踏まえて設定でき る 。

Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-03-02
対象がその人ら し い生活を 送る ために、 関係する 職種や機関と 必要な情報、 目標・ アウト カ ムを 共有でき
る 。

Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-04-01
看護目標を 達成する ために必要な看護実践内容を ガイ ド ラ イ ン やその他の根拠を 活用し て、 計画立案でき
る 。

Does Shows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-04-02
看護目標と 看護成果と アウト カ ム指標と 評価日を 設定し 、 立案さ れた看護計画は、 必要と さ れる 看護技
術・ 留意点なら びに実践内容を 評価する 方法を 説明・ 記載でき る 。

Does Shows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-04-03
立案し た看護計画に示さ れた観察計画・ ケア計画・ 教育計画について目的・ 根拠を 対象の理解度に合わせ
て説明でき る 。

Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-04-04
看護実践の適切な実施・ 未実施・ 不適切な実施が、 対象者へ及ぼす影響と 侵襲を 理解し 、 改善・ 維持・ 変
化なし ・ 悪化のリ スク を 予測でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-01-05-01
実施し た看護計画や看護目標を 個別的な状態に応じ た看護判断に基づき 、 患者アウト カ ムと 看護アウト カ
ムで評価、 改善策を 提示、 修正でき る 。

Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-05-02 実施し た看護計画に対する 人々の反応や状態の変化を 適切な相手に報告・ 連絡・ 相談でき る 。 Does Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-05-03
看護学の視点に基づく 情報収集から 看護計画の評価までの一連、 看護の経過を 主観的情報・ 客観的情報・
アセスメ ン ト ・ プラ ン と し て、 適切に記載でき る 。

Does Shows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-01-05-04
Per sonal  Heal t h Recor d( PHR) 、 El ect r oni c Heal t h Recor d( EHR) 等の健康医療データ の特徴と 重要性と 社
会的位置づけを 理解し 、 適切に記録、 連携、 利活用、 管理でき る 。

Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-01-05-05 継続看護を 目的と し た看護要約（ サマリ ー） や過去の経過を まと めた看護要約を 作成でき る 。 Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-01-06-01
看護実践の全段階において、 思いやり 、 共感、 尊重等共感的な関係構築に基づき 、 対象の意思を 尊重、 倫
理と 人権の原則を 適用でき る 。

Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-01-06-02
看護実践の全段階において、 対象者の多様性を 理解し 、 対象の経験や価値観を 尊重し た意思決定支援を 実
践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-01
専門的知識に基
づいた看護過程

専門的知識に基づく 看護
過程を 理解し 、 対象の身
体・ 心理・ 社会的ニーズ
を 分析し 、 対象の目標・
アウト カ ムの設定・ 計画
立案・ 実施・ 評価・ 改善
ができ る 。

CS： 患者ケアのための臨床スキル（ Cl i ni cal  Ski l l ）
  人々のラ イ フ サイ ク ルに応じ た看護、 健康状態に応じ た看護およ び生活する 場での看護において必要な技能を 修得し 、 根拠に基づく 質の高い看護を 実践する 。
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CS-01-01
看護過程の理解と
実践

対象の身体・ 心
理・ 社会的ニーズ
の分析

対象の目標・ アウ
ト カ ムの設定

目標・ アウト カ ム
に基づく 計画立
案・ 実施

4. 5

3. 1

8. 6

30. 8

看護学士課程を修了した看護師として求められる資質・能力
（各大学の教育理念から導かれるディプロマポリシーに基づき、カリキュラム編成の参考として、この資質・能力を獲得するための教育内容とすることが望まれる）

【参照】卒業時点と各領域実習前時点注釈1）の到達度、指導体制と
委託の程度を示したものを調査研究の結果として掲載（各大学の
実習環境等を考慮して参照することも可能）

注釈1）各領域実習前時点とは基礎看護学実習修了後である
注釈2）Millerピラミッド
・Does(Action)：根拠を理解して、臨地で実践できる。
・Shows How(Performance)：根拠を理解して、模擬的な環境で行動・実
演できる。
・Knows How(Competence)：収集した情報を分析・解釈し、臨地への活
用方法が考えられる。
・Knows(Knowledge)：専門職としての能力を発揮するために必要な知識
がある。

【別表】インタビューデータの
中で、どの資質・能力に対して
どの程度言及されたかの比率を
示したものを調査研究の結果と
して例示（この数値は重みづけ
の標準を示すものではないこと
に留意して、各大学において自
主的、自律的に重みづけを決
定）

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント

CS-01-03

CS-01-04

CS-01-02

CS-01-05
目標・ アウト カ ム
に基づく 報告・ 評
価・ 改善

CS-01-06
ケアにおける 相互
作用

6. 7

6. 0

1. 9



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

CS： 患者ケアのための臨床スキル（ Cl i ni cal  Ski l l ）
  人々のラ イ フ サイ ク ルに応じ た看護、 健康状態に応じ た看護およ び生活する 場での看護において必要な技能を 修得し 、 根拠に基づく 質の高い看護を 実践する 。

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント

CS-02-01-01 看護実践の向上のために、 現在の看護実践について論理的・ 批判的に思考でき る 。 Does Shows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-02-01-02 看護実践の根拠と し て、 さ まざまな情報を 客観的・ 批判的に整理する 必要性を 理解し ている 。 Does Shows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-02-01-03
看護の実践が看護学を はじ め、 人文科学、 生命科学の研究に基づいている こ と を 理解し 、 看護実践の質向
上における エビ デン スの必要性・ 意義を 理解し ている 。

Does Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-02-02-01
根拠に基づいた実践（ EBP） に必要な科学の知見を 理解・ 行使する ための基礎的な言語・ 情報リ テラ シーを
身につけている 。

Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-02-02-02
根拠に基づいた実践（ EBP） と は何か（ 3要素、 5つのステッ プ、 看護師の意思決定等） について説明でき
る 。

Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-02-03-01
解決し よ う と する 課題を 明確にし 、 検索対象と なる 臨床疑問（ Cl i ni cal  Quest i on） を 挙げる こ と ができ
る 。

Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-02-03-02
エビ デン スを 入手する ための情報ソ ースの種類・ 検索の方法を 説明でき 、 文献データ ベースを 活用でき
る 。

Does Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-02-03-03 文献や現象を 読み解き 、 それら の関係を 分析・ 考察し 表現でき る 。 Does Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-02-03-04
さ まざまな研究方法（ 横断研究、 ケースコ ン ト ロ ール、 後ろ 向き コ ホート 、 前後比較研究、 ラ ン ダム化比
較試験、 システマティ ッ ク レ ビ ュ ー、 ケーススタ ディ 、 内容分析、 グラ ウン デッ ド セオリ ー、 現象学的研
究） の論文を 読み、 批判的吟味ができ る 。

Knows how Knows 教員等の直接の監視下で実施

CS-02-03-05
エビ デン スが常に変化する こ と を 理解し 、 最新・ 最善のエビ デン スにアク セスでき 、 得ら れたエビ デン ス
から 直面し ている 課題に適応可能かを 検討でき る 。

Knows how Knows 教員等の直接の監視下で実施

CS-02-03-06
蓄積さ れた看護ケアに関する エビ デン スと 専門知識、 対象の個別性を 加味し 、 課題解決のアプロ ーチ方法
を 検討でき る 。

Knows how Knows 教員等の直接の監視下で実施

CS-02-04
根拠に基づいた看
護実践の適用

CS-02-04-01
診療ガイ ド ラ イ ン の種類、 推奨の強さ 、 使用上の注意を 説明し 、 対象の価値観と 統合し て専門的技能で実
践に取り 入れる こ と ができ る 。

Knows how Knows 教員等の直接の監視下で実施 0. 0＊

CS-03-01-01
対象者の健康段階に応じ た心身の状態や家族の状態・ スト レ ス・ 危機的な状況に対する 反応と コ ーピ ン
グ・ 家族の役割発達や発達課題を アセスメ ン ト し 、 看護を 実践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-01-02 家族における 役割発達や発達課題を 理解し 、 必要な看護を 総合的に実践でき る 。 Shows how Knows how 学生が実施
CS-03-01-03 対象の尊厳と 生活の質（ Qual i t y Of  Li f e<QOL>） を 支える 看護を 理解し ている 。 Does Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-03-01-04
対象を 重症化予防や社会的リ スク を 回避する 視点でアセスメ ン ト し 、 対象の健康段階に応じ た疾患マネジ
メ ン ト なら びに症状マネジメ ン ト に関連する 看護を 実践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-01-05 対象の疾患や入院生活が家族に及ぼす影響を 説明し 、 家族の特性に応じ た看護を 実践でき る 。 Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-01-06
対象の生活の場における 環境の特性や地域特性の違いを 理解し 、 ニーズや状態・ 状況の初期把握を 行い、
看護援助の目的・ 方法・ 根拠・ 手順や注意点・ 評価を 説明し 、 対象に与える 影響を 予測・ 観察し ながら 、
安全・ 安楽に実施でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-01-07
対象の生活の場における 環境の特性を 説明し 、 対象や家族に適用する こ と ができ る 社会資源や制度を 探
索、 関係者と 連絡調整する 必要性を 理解し ている 。

Does Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-03-01-08
日常生活や外来診療・ 在宅療養・ 入院・ 施設入所等における 対象の健康・ 病気・ 死の捉え方を 理解し 、 看
護実践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-01-09
地域に暮ら す対象と 家族の健康状態や特性、 ケアニーズについて、 人々の価値観、 地域の特徴、 文化を 踏
まえ、 アセスメ ン ト でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-01-10
対象のリ カ バリ ー、 スト レ ン グス、 エン パワーメ ン ト 、 レ ジリ エン ス等の概要を 理解し 、 社会生活を 支え
る 支援を 実践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-02-01 患者本位の医療の実現のために、 エン パワーメ ン ト 、 共有的意思決定支援の意義を 理解し ている 。 Does Shows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-03-02-02
対象の経験や価値観を 尊重し 、 対象や家族と 情報共有や意見のすり 合わせを 行い、 説明と 同意を 踏まえた
意思決定を 支援でき る 。

Does Shows how 学生が実施

CS-03-02-03 対象や家族に適用する こ と ができ る 社会資源や制度を 探索し 、 必要に応じ て提案でき る 。 Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-02-04
対象や家族等の意向を 把握し 、 治療方法、 サービ ス利用、 療養や看取り の場等ケアや医療に関する 適切な
選択について相談に乗る こ と ができ る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-03-01
対象のラ イ フ サイ ク ル各期に応じ たヘルスプロ モーショ ン 、 健康障害、 健康上の課題に対し てニーズ分析
を し 、 生活の場に応じ た解決する 看護活動、 看護の役割、 看護技術を 説明し 、 適切な方法で実践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-03-02
対象のラ イ フ サイ ク ル各期や疾患に応じ て活用さ れる 医療施設・ 福祉施設等の役割と 看護のあり 方につい
て理解し ている 。

Does Knows how 学生が実施

CS-03-03-03
対象のラ イ フ サイ ク ル各期や家族のヘルスリ テラ シーと セルフ ケア能力を 把握し 、 療養に必要な知識や健
康・ 医療管理に関する 教育方法を 説明、 支援を 実践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施
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根拠に基づいた課
題解決

根拠に基づいた
看護実践

根拠に基づいた看護実践
を 理解し 、 課題解決のた
めに適用でき る 。

CS-02

CS-03
対象者中心の共
感的な看護実践

ラ イ フ サイ ク ル期に応じ
た対象者中心の共感的な
ケア、 意思決定支援、 セ
ルフ ケア管理の促進等の
看護実践なら びに専門職

連携ができ る 。

CS-02-02

CS-02-03

CS-03-01

CS-03-02

CS-03-03

対象者中心の共感
的なケア

対象者中心の意思
決定支援

ラ イ フ サイ ク ル各
期に応じ た看護実
践

10. 0

根拠に基づいた実
践の基本

14. 1

5. 0

5. 6

5. 1

CS-02-01
根拠に基づいた看
護実践の理解

0. 4

3. 7



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

CS： 患者ケアのための臨床スキル（ Cl i ni cal  Ski l l ）
  人々のラ イ フ サイ ク ルに応じ た看護、 健康状態に応じ た看護およ び生活する 場での看護において必要な技能を 修得し 、 根拠に基づく 質の高い看護を 実践する 。

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント

CS-03-04-01 小児期逆境体験を も つ人々のためのト ラ ウマイ ン フ ォ ームド ケアの概念を 説明でき る 。 Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-03-04-02
医療的ケア児およ びその家族に対する 支援に関する 法律等関連する 社会資源を 理解し 、 医療的ケア児への
必要な看護について説明でき る 。

Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-03-04-03
成長・ 発達に伴う 身体・ 臓器機能の生理的変化や小児の身体・ 心理・ 社会的変化なら びに価値観、 スピ リ
チュ アリ ティ を 踏まえ、 包括的視野を 持っ てアセスメ ン ト でき る 。

Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-03-04-04 成長・ 発達に伴っ て発生し やすい健康障害リ スク を アセスメ ン ト し 、 新たな健康障害を 予防でき る 。 Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施
CS-03-05-01 成人移行期における 治療継続や自分ら し い生活を 実現さ せる 看護を 計画し 、 患者と 家族に説明でき る 。 Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施
CS-03-05-02 依存症を も つ人々と その家族への支援の概要を 理解し ている 。 Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施
CS-03-05-03 将来の家族計画を 見据えた、 家族支援の概要を 理解し ている 。 Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施
CS-03-06-01 高齢者総合機能評価、 国際生活機能分類に基づいて高齢者の生活機能評価を 実施でき る 。 Shows how Knows how 学生が実施
CS-03-06-02 認知症の高齢者に必要なケアを 理解し 、 看護実践に活かすこ と ができ る 。 Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-03-06-03
加齢に伴う 身体・ 臓器機能の生理的変化や高齢者の身体・ 心理・ 社会的変化なら びに価値観、 スピ リ チュ
アリ ティ を 踏まえ、 包括的視野を も っ てアセスメ ン ト でき る 。

Does Shows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-03-06-04
高齢者の加齢変化に伴う 健康障害リ スク （ サルコ ペニア、 フ レ イ ル等） を アセスメ ン ト し 、 ADLの維持なら
びに新たな健康障害を 予防する ためのマネジメ ン ト やケアを 理解し 、 対象者に適し た方法を 選択、 実践で
き る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-07-01
対象の健康障害と 段階、 ラ イ フ サイ ク ル、 在宅と いう 場に応じ た療養環境整備や福祉用具活用、 リ ハビ リ
テーショ ン について説明でき る 。

Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-03-07-02
在宅療養者の医療的ケアおよ び、 家族に対する 支援に関する 法律等関連する 社会資源を 理解し 、 必要な看
護について説明でき る 。

Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-03-07-03
在宅で暮ら す人々の健康障害と 段階、 ラ イ フ サイ ク ル、 在宅と いう 場に応じ たリ スク マネジメ ン ト 、 災害
時の療養者支援を 理解し ている 。

Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-03-08-01 セルフケアの基本的概念を理解し、説明できる。 Does Shows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-03-08-02
すべての人々に意思決定の権利がある こ と を 説明し 、 対象や家族の自己決定権を 尊重し 、 自己決定と 自己
実現を 目指す援助を 行う 方法を 理解し ている 。

Does Shows how 学生が実施

CS-03-08-03
対象の健康段階に応じ たセルフ ケアや行動変容を 目指し 、 関心や動機づけの視点を 踏まえた健康学習支援
を 実践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-08-04
すべての対象（ 地域に暮ら す人、 在宅療養者を 含む） やその家族のセルフ ケア能力を アセスメ ン ト し 、 も
てる 力・ 強み・ 主体性を 引き 出し 、 セルフ ケア能力を 最大限に発揮する こ と ができ る 支援方法を 説明でき
る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-08-05
地域の人々の生活と 健康を 支える ピ アサポ－ト 、 住民同士の支え合い、 通いの場の意義や内容を 説明でき
る 。

Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-03-08-06
必要な療養やセルフ ケアについて、 社会生活に求めら れる 仕事と 生活の観点から 就労生活、 家族生活と の
両立を 支援する 方法を 説明でき る 。

Shows how Knows how 教員等の直接の監視下で実施

CS-03-08-07
脱水、 熱中症、 転倒、 熱傷、 誤嚥・ 窒息、 火事等の生活の場でおこ り やすい事故を 予防する ためのセルフ
ケアを 説明でき る 。

Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-03-08-08
環境、 周囲と の関係性、 個人の意思、 セルフ ケア能力、 身体機能等、 さ まざまな資源を 考慮し て対象の強
みを 見出し 、 それを 活かし たケア計画を 構想でき る 。

Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-03-09-01
対象の意向を 尊重し 、 対象の健康状態に応じ て適切な医療機関や診療科等の関係者と 連携を と り ながら 、
看護を 提供する 方法を 説明でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-03-09-02 対象の健康段階に応じ た多職種や関係機関と の連携・ 協働を 理解し 、 実践でき る 。 Shows how Knows how 学生が実施

CS-04-01-01
対象または家族から 情報を 得る ために必要な人間関係構築のためのスキル（ ラ ポール） なら びに基本的な
カ ウン セリ ン グ技術を 実践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-04-01-02
対象の意思決定支援のために、 最善のエビ デン スを 可能な限り 専門用語を 使わずに、 わかり やすく 説明で
き る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-04-02-01
対象の健康段階・ ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た方法で、 適切な手技と タ イ ミ ン グ（ WHO５ moment s)
での手指衛生・ 個人防護具（ PPE) の着脱・ 破棄、 スタ ン ダード プリ コ ーショ ン およ び感染経路別予防策が
実施でき る 。

Does Shows how 学生が実施

CS-04-02-02
感染予防と し て感染の成立、 感染予防の３ 原則、 医療関連感染、 感染経路の遮断、 標準予防策・ 感染経路
別予防策、 ゾーニン グ、 感染性廃棄物、 医療器材の洗浄・ 消毒・ 滅菌、 無菌操作について理解し 、 実践で
き る 。

Does Shows how 学生が実施

CS-04-03-01
日常生活行動に関する 看護技術の目的・ 方法・ 根拠・ 観察・ 評価・ 医療安全の視点を 理解し 、 対象に与え
る 侵襲を 予測・ 観察し ながら 、 安全・ 安楽に実施でき る 。

Does Shows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-04-03-02
対象の健康障害と 段階、 ラ イ フ サイ ク ル、 生活する 場に応じ た方法で、 日常生活行動に関する 看護技術の
説明、 苦痛の軽減、 危険の察知と 対処方法、 専門職連携を 行う こ と ができ る 。

Does Shows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-04-04-01
対象の健康段階・ ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た方法で、 活動・ 休息、 リ ラ ク ゼーショ ン 、 看護調
整にかかわる 看護技術を 適用し 、 身体症状に対する 支援（ マネジメ ン ト ） と 安楽を 促すこ と ができ る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-04-04-02
対象の健康段階・ ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た体位の現状や良肢位を 分析し 、 ボディ メ カ ニク ス
やノ ーリ フ ト の視点を 意識し た援助技術を 実践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-04-04-03
対象の健康段階・ ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た対象者の生活行動を 支える 歩行補助具、 車椅子、
義肢（ 義手、 義足） と 装具について説明、 工夫、 提案でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施
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専門的知識に基づいたコ
ミ ュ ニケーショ ン 技術、
感染予防技術、 日常生活
を 支援する 技術、 生命活
動を 支える 技術、 治療・
処置・ 検査に伴う 援助技
術等の看護技術を 実践で

き る 。

ラ イ フ サイ ク ル期
に応じ た看護実践
（ 老年）

対象者中心の在宅
療養支援

CS-04
専門的知識に基
づいた看護技術

CS-04-02

ラ イ フ サイ ク ル期
に応じ た看護実践
（ 小児）

ラ イ フ サイ ク ル期
に応じ た看護実践
（ 成人）

CS-03
対象者中心の共
感的な看護実践

ラ イ フ サイ ク ル期に応じ
た対象者中心の共感的な
ケア、 意思決定支援、 セ
ルフ ケア管理の促進等の
看護実践なら びに専門職

連携ができ る 。

CS-03-04

CS-04-03

CS-04-04

CS-03-05

CS-03-06

CS-03-07

CS-03-08

CS-03-09

CS-04-01
基本的な看護技術
（ コ ミ ュ ニケー
ショ ン ）

対象者のセルフ ケ
ア管理の促進

対象者中心のケア
のための専門職連
携

基本的な看護技術
（ 感染）

日常生活行動を 支
援する 技術

日常生活行動を 支
援する 技術（ 活動
と 休息）

0. 1

0. 4

1. 5

1. 0

5. 4

1. 3

39. 9

3. 0

0. 8

6. 4

7. 3



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

CS： 患者ケアのための臨床スキル（ Cl i ni cal  Ski l l ）
  人々のラ イ フ サイ ク ルに応じ た看護、 健康状態に応じ た看護およ び生活する 場での看護において必要な技能を 修得し 、 根拠に基づく 質の高い看護を 実践する 。

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント

CS-04-05
日常生活行動を 支
援する 技術（ 食べ
る ）

CS-04-05-01
栄養療法において、 対象の健康段階・ ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た栄養の種類と 適応、 禁忌、 投
与経路を 理解し 、 食事援助技術、 栄養管理技術を 実践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施 0. 3

CS-04-06
日常生活行動を 支
援する 技術（ 排
尿・ 排便）

CS-04-06-01 対象の健康段階・ ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た排泄援助技術・ 管理を 実践でき る 。 Shows how Knows how 学生が実施 0. 1

CS-04-07
日常生活行動を 支
援する 技術（ 清
潔・ 整容）

CS-04-07-01 対象の健康段階・ ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た清潔・ 衣生活・ 整容援助技術を 実践でき る 。 Shows how Knows how 学生が実施 1. 2

CS-04-08-01
対象の健康障害と 段階、 ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た方法で、 バイ タ ルサイ ン （ 生命徴候） を 測
定し 、 個別性に応じ た正常・ 通常から の逸脱を 説明でき る 。

Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-04-08-02
対象の健康障害と 段階、 ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た方法で、 循環を 整える 技術（ 体位、 静水圧
作用、 温熱作用、 活動） を 実施でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-04-08-03
対象の健康障害と 段階、 ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た方法で、 ガス交換を 促すケア（ 呼吸、 排
痰、 吸入療法・ 吸引、 酸素療法等） を 実施でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-04-08-04
対象の健康障害と 段階、 ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た方法で、 効率的な体温調節援助（ 熱産生・
熱放散、 罨法、 温熱作用） を 実施でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-04-09-01
治療・ 処置・ 検査の援助に関する 看護技術の目的・ 方法・ 根拠・ 観察・ 評価の視点を 理解し 、 対象に与え
る 侵襲を 予測・ 観察し ながら 、 対象者に説明、 安全・ 安楽に実施、 異常の早期発見と 対応ができ る 。

Shows how Knows how 見学

CS-04-09-02
対象の健康障害と 段階、 ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た方法で、 治療・ 処置・ 検査の説明、 苦痛の
軽減、 危険の察知と 対処、 意思決定を 支える 看護実践、 専門職連携を 行う こ と ができ る 。

Shows how Knows how 見学

CS-04-09-03
検査の種類（ 生体検査・ 検体検査） 、 身体計測実施時の注意点を 理解し 、 対象の健康障害と 段階、 ラ イ フ
サイ ク ル期、 理解度に応じ た方法で適切に管理・ 実施でき る 。

Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-04-09-04
主要な臨床・ 画像検査の特性（ 感度、 特異度、 偽陽性、 偽陰性、 検査前確率・ 検査後確率、 尤度比、 ROC曲
線） と 判定基準（ 基準値・ 基準範囲、 カ ッ ト オフ 値、 パニッ ク 値） を 説明でき る 。

Shows how Knows how 看護師の直接の監督下で実施

CS-04-09-05 薬剤の有効性や安全性と ゲノ ムの多様性と の関係について概要を 理解し ている 。 Shows How Knows How 見学

CS-04-10-01
対象の健康障害と 段階、 ラ イ フ サイ ク ル・ 生活する 場に応じ た創傷の分類と 治癒過程等創傷の特徴を 説明
し 、 適切な創傷管理技術を 実践でき る 。

Shows how Knows how 見学

CS-04-10-02
対象の治療に関連し た医療関連機器圧迫創傷（ Medi cal  Devi ce Rel at ed Pr essur e Ul cer ： MDRPU） の予防
策を 実践でき る 。

Shows how Knows how 学生が実施

CS-04-10-03
対象が受ける 薬物療法の薬物動態、 薬理作用・ 副作用・ 相互作用、 安全管理、 処方を 理解し 、 与薬原則
( 6R) に則っ て安全に投与し 、 効果を 観察・ 評価し 、 副反応に対応でき る 。

Shows How Knows How 見学

CS-04-10-04
対象の薬物療法の与薬法（ 経口・ 口腔内・ 直腸内・ 点眼・ 点入・ 点鼻・ 点耳・ 吸入・ 塗布・ 貼付・ 注射
法） に従い、 対象の健康障害と 段階、 ラ イ フ サイ ク ル、 生活する 場等に応じ て、 薬剤を 適切に管理し 、 適
切に説明し 、 援助を 実施でき る 。

Shows How Knows How 見学

CS-04-10-05
注射で使用する 物品、 消毒法、 注射針、 薬液、 注射部位、 注射器の把持、 注射の種類によ っ て生じ る リ ス
ク を 理解し 、 適切な管理、 実施ができ る 。

Shows How Knows How 見学

CS-04-10-06
薬剤投与における 感染予防、 事故発生時の対応、 リ スク マネジメ ン ト を 理解し 、 適切・ 迅速に実施、 対応
でき る 。

Shows How Knows How 見学

CS-04-10-07
輸血の目的・ 輸血療法の原則、 輸血用血液製剤、 副作用・ 感染症情報を 理解し 、 安全かつ適正な輸血が実
施でき る 。

Shows How Knows How 見学

CS-04-10-08 救命救急処置( 気道確保・ 人工呼吸・ 一次救命処置・ 二次救命処置) を 実践でき る 。 Shows How Knows How 見学

CS-05-01-01
急激な健康破綻を き たす疾患なら びに外傷の病態を アセスメ ン ト し 、 基本的な看護援助( 外傷の初期対応
等） を 実施でき る 。

Shows How Knows How 見学

CS-05-01-02
ショ ッ ク 状態の概要、 症状、 治療、 原因について理解し 、 早期発見・ 早期治療・ 人々に必要な支援につな
ぐ 行動がと れる 。

Shows How Knows How 見学

CS-05-01-03
急性期や重篤な健康状態にある 人々へ必要な全身管理の概要を 説明でき 、 症状管理・ 生命維持に関する 看
護を 実践でき る 。

Shows How Knows How 見学

CS-05-01-04
多様な疾患が急性増悪に至る 誘因を 説明し 、 急性期や重篤な健康状態にある 人々の異常の早期発見、 必要
な看護支援を 計画し 、 予防的な看護を 実践でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-05-01-05
急性期や重篤な健康状態にある 人々の家族の状況を アセスメ ン ト し 、 支援の必要性を 考える こ と ができ
る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-05-02-01
各期（ 急性期・ 周術期・ 緩和ケアを 必要と する 時期・ 回復期・ リ ハビ リ テーショ ン 期・ 慢性期・ 重症化予
防を 必要と する 時期・ 疾病予防を 必要と する 時期） における 対象の病態・ 生理・ 症状・ 生じ やすい健康転
帰を 理解し ている 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-05-02-02
各期（ 急性期・ 周術期・ 緩和ケアを 必要と する 時期・ 回復期・ リ ハビ リ テーショ ン 期・ 慢性期・ 重症化予
防を 必要と する 時期・ 疾病予防を 必要と する 時期） における 主要な疾患、 検査と 治療について理解し てい
る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-05-02-03
各期（ 急性期・ 周術期・ 緩和ケアを 必要と する 時期・ 回復期・ リ ハビ リ テーショ ン 期・ 慢性期・ 重症化予
防を 必要と する 時期・ 疾病予防を 必要と する 時期） における 必要な観察、 症状マネジメ ン ト 、 対象と の協
働によ る 改善への方略を 理解し ている 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-05-02-04
各期（ 急性期・ 周術期・ 緩和ケアを 必要と する 時期・ 回復期・ リ ハビ リ テーショ ン 期・ 慢性期・ 重症化予
防を 必要と する 時期・ 疾病予防を 必要と する 時期） における 症状・ 生体変化のモニタ リ ン グ、 生体管理、
重症化予防の看護ができ る 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-05-02-05 急性期・ 周術期に生じ やすい対象の心理・ 社会的な問題を 理解し 、 予防的な視点で対策でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施

CS-05-02-06
緩和ケアを 必要と する 時期に生じ やすい対象の心理・ 社会的な問題を 理解し 、 症状緩和について提案し 、
その効果を 評価でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-05-02-07
回復期に生じ やすい対象の心理・ 社会的な問題を 理解し 、 対象やキーパーソ ン の回復へ向けた意欲を 高め
る 援助について理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-05-02-08
慢性疾患や障害と と も に生き る 人と 家族の心理を 説明し 、 長期的な支援の構想、 実践について理解し てい
る 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-05-02-09 がんに罹患し ている 対象者に対する 支持療法およ び緩和ケアを 理解し ている 。 Shows How Knows How 学生が実施
CS-05-03-01 精神疾患の主要な疾患の病態・ 生理と 症状、 およ び検査と 治療、 生じ やすい健康転帰を 理解し ている 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-05-03-02
精神疾患を 抱える 対象に必要な観察、 症状マネジメ ン ト と 、 対象と の協働によ る 改善への方略を 説明でき
る 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-05-03-03
精神疾患を 抱える 対象の精神状態を アセスメ ン ト し 健康段階に応じ たコ ミ ュ ニケーショ ン 、 服薬管理、 安
全管理を 実践でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-05-03-04 精神疾患を も つ人々のアド ボカ シーについて説明し 、 適切な支援を 実践でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施
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専門的知識に基づいたコ
ミ ュ ニケーショ ン 技術、
感染予防技術、 日常生活
を 支援する 技術、 生命活
動を 支える 技術、 治療・
処置・ 検査に伴う 援助技
術等の看護技術を 実践で

き る 。

CS-05
健康段階に応じ

た看護実践

各期（ 急性期・ 周術期・
緩和ケアを 必要と する 時
期・ 回復期・ リ ハビ リ

テーショ ン 期・ 慢性期・
重症化予防を 必要と する
時期・ 疾病予防を 必要と
する 時期） なら びにク リ
ティ カ ルな状況や精神疾
患を 抱える 対象への看護

実践ができ る 。

CS-04
専門的知識に基
づいた看護技術

CS-04-10

CS-05-01

CS-05-02
健康段階の各期に
ある 対象への看護
実践

精神疾患やメ ン タ
ルヘルス不調のあ
る 対象への看護実
践

CS-04-09

CS-04-08

121. 7

生命活動を 支える
援助技術

治療・ 処置・ 検査
に伴う 援助技術の
基本

治療・ 処置・ 検査
に伴う 援助技術

ク リ ティ カ ルケア
状況にある 対象へ
の看護実践

CS-05-03

0. 0＊

6. 3

0. 4

7. 1

0. 4

2. 4

2. 2

11. 3



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

CS： 患者ケアのための臨床スキル（ Cl i ni cal  Ski l l ）
  人々のラ イ フ サイ ク ルに応じ た看護、 健康状態に応じ た看護およ び生活する 場での看護において必要な技能を 修得し 、 根拠に基づく 質の高い看護を 実践する 。

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント

CS-05-04-01
対象の健康段階、 多様な生活の場における 全人的な視点を 基盤と し た緩和ケア、 非がん疾患以外の終末期
ケア、 人生の最終段階における 医療、 看取り のあり 方と 課題を 理解し ている 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-05-04-02 対象の健康段階や家族に応じ た死後の家族ケア（ 悲嘆のケア（ グリ ーフ ケア） ） を 理解し ている 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-05-04-03
人生の最終段階における 医療（ エン ド ・ オブ・ ラ イ フ ・ ケア） について理解し 、 対象を 個別性、 価値観・
人生観・ 死生観、 家族や社会背景を 踏まえて全人的に捉え、 意思決定プロ セスの特徴と 支援方法を 理解
し 、 その人ら し さ を 支える 看護援助方法を 選択、 実践でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-05-04-04 人生の最終段階にある 人が自分ら し い人生を 送る ために、 関係機関・ 専門職連携を 実践でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施
CS-05-04-05 対象の生涯発達や死生観について哲学的・ 宗教的に考察でき る 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施
CS-05-04-06 小児のエンド・オブ・ライフ・ケアについて理解し、看護活動を説明できる。 Does Knows How 学生が実施

CS-05-04-07
死に至る 身体と 心の過程の知識を 活用し て、 死の概念、 個人や家族にと っ ての死およ び看取り の意味を 理
解し 、 対象や家族がも つ死生観に配慮でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-05-04-08 死の受容プロ セスと 看護の対象と なる 人や家族の精神的ケアを 理解し ている 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-06-01-01
吸収線量の問題点、 放射線の種類によ る 生物効果の大き さ の違い、 組織ごと の影響の受けやすさ 、 臓器・
組織の放射線感受性について理解し ている 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-06-01-02
放射線加重係数、 実効線量（ シーベルト ） 、 放射線量の単位（ 接頭語） 、 グレ イ から シーベルト への換
算、 放射能の単位( ベク レ ル) について理解し ている 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-06-01-03
放射線の発生源、 自然放射線から の被ばく 、 食品に含まれる 放射線物質の量、 体内の放射線物質について
理解し ている 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-06-01-04 放射性物質の半減期、 放射線の分類、 電磁波の波長の違い、 放射線の実態について理解し ている 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施
CS-06-01-05 被ばく の経路、 外部被ばく ・ 内部被ばく 、 透過力と 人体への影響範囲について理解し ている 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-06-01-06
X線発生のし く み、 X線撮影室でのX線写真撮影の被ばく 線量、 X線撮影の散乱線（ 二次X線） と その予防対策
を 実践でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-06-01-07 放射線診療を 受けた患者の副作⽤を予防、早期発⾒し、それらに適切に対処できる。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-06-01-08
放射線診療・ 核医学診療を 受けた患者のケアを⾏う際、看護師⾃⾝の放射線防護、放射性医薬品による環境
汚染等が起こ ら ないよ う な配慮を 実践でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-06-02-01
遺伝性疾患を も つ人々の遺伝情報を 基にし た適切な検査・ 診断・ 治療の方法なら びに看護の概要を 説明で
き る 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-06-02-02
新生児マススク リ ーニン グ検査、 出生前遺伝学的検査、 着床前遺伝学的検査の動向と 検査時に必要な看護
を 理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-06-02-03
遺伝性疾患を も つ人々と 家族の遺伝的なつながり が家系員の健康状態にも たら す影響と 適切な支援の概要
を 理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-06-02-04
遺伝性疾患を も つ人々への遺伝カ ウン セリ ン グや未発症者を 含む家族の家族・ 血縁者間での遺伝情報共有
時の配慮について理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

CS-06-02-05
遺伝型と 表現型の関係、 遺伝情報に基づく 経過を 知り 、 生涯にわたる 支援や世代を 超えて必要と なる 支援
の概要を 理解し ている 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-06-02-06
各ラ イ フ サイ ク ルにおいて遺伝性疾患や染色体異常の課題を 抱える 人々や家族の特徴を 踏まえてアセスメ
ン ト し 、 移行支援の概要を 理解し ている 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-01-01

臨床判断は、 看護知識（ エビ デン ス、 理論、 方法／パタ ーン ） 、 他分野の専門的知識、 批判的思考（ ク リ
ティ カ ルシン キン グ） 、 臨床推論に基づいて看護師が行う 意思決定であり 、 ケアの提供において情報を 解
釈・ 分析・ 推論・ 判断する ために用いら れ、 意思決定は、 ケアのアウト カ ムに直結する こ と を 理解し てい
る 。

Does Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-01-02
適切な臨床判断が対象のアウト カ ム、 認知バイ アスを 含む不適切・ 過誤な臨床判断が対象のリ スク や不利
益に直結する こ と を 理解し ている 。

Does Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-01-03
臨床推論の思考プロ セス（ 徹底的検討法、 演繹的推論、 仮説演繹法、 ベイ ズの定理を 用いた推論、 アルゴ
リ ズム、 パタ ーン 認識、 二重過程理論等） には複数ある こ と を 理解し ている 。

Does Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-01-04
対象のニーズ・ 常在条件・ 病理的状態（ 主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療
法） から 得ら れたデータ と 、 対象の状態・ 状況を 統合し た臨床判断について理解し ている 。

Does Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-02-01
正常・ 通常から の逸脱や逸脱のリ スク と なる 顕著なデータ 、 有用な情報から 、 対象のどのデータ ( 所見) が
特定の文脈上の臨床状況に関連し 、 どのデータ が関連し ていないか気づき データ 収集でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-02-02
対象のラ イ フ サイ ク ル、 健康段階と 健康障害の程度、 症状・ 徴候、 状態に応じ た問診や病歴の面接、 五
感、 フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ ン （ 身体診察基本手技、 部位別身体診察） を 活用し た、 包括的・ 系統的
アプロ ーチによ り 、 多様な主観的・ 客観的データ を 情報収集し 、 フ レ ームワーク を 活用し て整理でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-02-03
病歴（ 主訴、 現病歴、 常用薬、 アレ ルギー歴、 既往歴、 家族歴、 嗜好、 生活習慣、 社会歴・ 職業歴、 生活
環境、 家庭環境、 海外渡航歴、 システムレ ビ ュ ー） の面接、 五感（ 視覚・ 聴覚・ 触覚・ 嗅覚・ 味覚） を 活
用し た観察等、 包括的・ 系統的アプロ ーチによ り 情報収集し 、 フ レ ームワーク を 活用し て整理でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-02-04
対象に積極的にかかわる なかでの、 系統的かつ焦点を 絞っ たデータ 収集、 多様な主観的・ 客観的データ を
収集でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-02-05
正常値から の逸脱の有無、 直近の状態から の変化およ び経時的変化等、 データ を 定期的にモニタ リ ン グで
き る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-03-01
重要な情報（ Cue） の探索を 施行し 、 典型的なパタ ーン から の顕著な逸脱を 認識し 、 重要な情報を 着目でき
る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-03-02
単純・ 頻出・ 一般的な状況での既知のパタ ーン を 比較し 、 データ の解釈・ 分析・ 推論する こ と でデータ の
意味づけ・ 重みづけ、 患者の状況を 把握し 、 標準的・ 個別的・ 優先順位のある 看護を 計画でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-03-03
情報を 分析・ 解釈し 、 関連する 原因・ 誘因を 複数想起し 、 仮説の棄却と 採択を 繰り 返し 、 仮説の優先順位
を 推論でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-04-01 顕著なデータ を も と に、 看護を 実践し 、 患者のアウト カ ムから 実践の省察ができ る 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施
CS-07-04-02 分析的な選択・ 直観的な行為・ 決定の共有等の実践を 通し て、 患者のアウト カ ムを 評価でき る 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施
CS-07-04-03 看護成果、 看護実践の経験を 振り 返り 、 適切に評価でき る 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-05-01
医療専門共通言語にて同職種・ 他職種に患者の状況、 看護の方向性、 看護実践の改善策、 相談事を 言語化
し て伝え、 看護実践の改善に関与でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07-05-02
適切なタ イ ミ ン グと 内容と 方法での報告・ 連絡・ 相談、 コ ン サルテーショ ン 、 記録の記載について説明で
き る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CS-07
幅広い知識に基
づいた臨床判断

論理的思考に基づく 臨床
判断について理解し 、 臨
床判断における 情報の知
覚、 情報識別・ 情報の解
釈・ 意味付け、 反応・ 省
察、 専門職連携を 実践で

き る 。
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CS-05
健康段階に応じ

た看護実践

各期（ 急性期・ 周術期・
緩和ケアを 必要と する 時
期・ 回復期・ リ ハビ リ

テーショ ン 期・ 慢性期・
重症化予防を 必要と する
時期・ 疾病予防を 必要と
する 時期） なら びにク リ
ティ カ ルな状況や精神疾
患を 抱える 対象への看護

実践ができ る 。

CS-07
幅広い知識に基
づいた臨床判断

論理的思考に基づく 臨床
判断について理解し 、 臨
床判断における 情報の知
覚、 情報識別・ 情報の解
釈・ 意味付け、 反応・ 省
察、 専門職連携を 実践で

き る 。

論理的思考に基づ
く 臨床判断の理解

終末期における 看
護実践

臨床判断における
情報の知覚

放射線看護

遺伝看護

情報識別・ 情報の
解釈・ 意味づけ

臨床判断における
反応・ 省察

臨床判断に基づく
専門職連携

CS-07-04

CS-07-05

CS-05-04

CS-06-01

CS-06-02

CS-07-01

CS-07-02

CS-07-03

2. 1

0. 3

2. 6

15. 9

5. 3

2. 1

2. 6

4. 2

1. 8

2. 3

注釈3）見学：見学（看護行為の身体的侵襲の程度等、臨地実習指導者が判断）、看護師の直接の監督下で実施：看護師（臨地実習施設に所属）の直接の監督下で実施、
　　　 教員等の直接の監督下で実施：教員等（看護師だが臨地実習施設に所属しない）の直接の監視下で実施、学生が実施：学生が（看護師等がすぐに対応できる状況下で）実施

＊「0.0
＊
」の記載は、表の数値は小数点第2位を四捨五入して示したため、「0＜＊＜0.05」は意味するものである。

CS-06
健康障害や治
療・ 検査に対す
る 看護実践

健康障害や治療・ 検査に
対する 看護実践ができ
る 。



表　資質・能力、到達度、指導体制と委託の程度、ブループリント（数値）

指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

CM-01-01-01
自己と 他者の概念について、 自己・ 他者理解のプロ セスを 理解し 、 社会と の関係性を 含めて理解し てい
る 。

Does Does 学生が実施

CM-01-01-02 自己の発達に直面する 危機について、 看護理論に基づき 理解し ている 。 Does Does 学生が実施
CM-01-02-01 コ ミ ュ ニケーショ ン の種類や概念、 基本原理、 構成要素と 成立過程、 影響する 要因を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施

CM-01-02-02
人々と の相互の関係を 成立さ せる ために必要と さ れる コ ミ ュ ニケーショ ン 技法（ 言語的・ 非言語的コ ミ ュ
ニケーショ ン 、 準言語・ 身体動作・ 身体接触・ 空間行動） について、 コ ミ ュ ニケーショ ン に影響する 要
因、 ラ ポールの構築について説明し 実施でき る 。

Does Does 学生が実施

CM-01-02-03 コ ミ ュ ニケーショ ン における 人間関係と 集団・ 組織の特徴を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施
CM-01-02-04 コ ミ ュ ニケーショ ン が人々と の相互の関係に影響する こ と を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施
CM-01-02-05 アサーショ ン について理解し 、 パート ナーシッ プの構築に必要な方法を 活用でき る 。 Does Does 学生が実施

CM-02-01-01
看護師の役割と 責任に関連づけて看護学でコ ミ ュ ニケーショ ン を 学ぶ意義、 看護理論に基づいてコ ミ ュ ニ
ケーショ ン を 理解し ている 。

Does Does 学生が実施

CM-02-01-02 アン ガーマネジメ ン ト を 理解し 、 他者と のコ ミ ュ ニケーショ ン において感情的知性を 発揮でき る 。 Does Does 学生が実施

CM-02-01-03
社交的コ ミ ュ ニケーショ ン と 専門的コ ミ ュ ニケーショ ン の違いを 理解し 、 対象の状態・ 状況・ 目的に応じ
たコ ミ ュ ニケーショ ン 技法を 選択し 、 実施でき る 。

Does Does 学生が実施

CM-02-01-04
対象や状況に応じ たポジショ ン の設定、 ペーシン グ、 沈黙の共有を 活用し 、 受容し 、 自分の感情を 言葉に
し て伝える 等、 共感的理解を 示すコ ミ ュ ニケーショ ン を 実施でき る 。

Does Does 学生が実施

CM-02-01-05
対象や状況に応じ た必要な態度を 理解、 対人関係にかかわる 心理的要因（ 陽性感情・ 陰性感情等） を 認識
し 、 コ ミ ュ ニケーショ ン を 実施でき る 。

Does Does 学生が実施

CM-02-01-06
対象が落ち 着ける 環境を 整え、 一度にたく さ んのこ と を 伝えず1つずつ話す、 紙に書いて渡す、 スモールス
テッ プを 具体的に示す等のコ ミ ュ ニケーショ ン 技法を 活用でき る 。

Does Does 学生が実施

CM-02-01-07
対象や状況に応じ た言語的・ 非言語的・ 準言語・ 空間・ 身体動作・ タ ッ チン グ等を 用いたコ ミ ュ ニケー
ショ ン を 実施し 、 関係を 形成でき る 。

Does Shows How 学生が実施

CM-02-01-08
対象や状況に応じ た話し やすい環境を 整えてよ く 聴き 、 自分の理解や考えを 返し て、 対象の言葉で確認す
る 等のコ ミ ュ ニケーショ ン を 実施でき る 。

Does Shows How 学生が実施

CM-02-01-09
ラ イ フ サイ ク ル各期・ 活動の場・ 健康段階・ ダイ バーシティ （ 多様性） ・ エク イ ティ （ 公平性） ・ イ ン ク
ルージョ ン （ 包摂性） に応じ たコ ミ ュ ニケーショ ン を 実施でき る 。

Does Shows How 学生が実施

CM-02-01-10

症状や障害を 抱えた困難な対象や状況（ 沈黙、 饒舌、 混乱、 精神状態または認知能力低下、 情緒不安定、
攻撃的・ 怒っ ている 状態、 思わせぶり な態度、 差別的な態度、 アド ヒ アラ ン スが低い、 聴覚障害、 低視
力・ 視覚障害、 個人的な問題、 識字能力が低い・ ヘルスリ テラ シーが低い、 言葉の壁がある 、 終末期や死
期が近い） に応じ たコ ミ ュ ニケーショ ン を 実施でき る 。

Does Shows How 学生が実施

CM-02-02-01
プロ セスレ コ ード 、 ロ ールプレ イ 、 フ ィ ード バッ ク の目的・ 方法を 理解し 、 それら を 課題解決に活用でき
る 。

Does Shows How 学生が実施

CM-02-02-02
リ フ レ ク ショ ン の目的・ 方法を 理解し 、 必要な基本的スキル（ 自己への気づき 、 表現・ 描写・ 記述、 批判
的分析、 総合等） を 理解し 活用でき る 。

Does Does 学生が実施

CM-03-01-01
対象の人権を 尊重し た意思決定を 支援し 、 信念、 価値観、 個人情報に配慮し たコ ミ ュ ニケーショ ン を 実施
でき る 。

Does Does 学生が実施

CM-03-01-02 対象と 医療者の間の情報の非対称性を 理解し 、 看護実践に活用でき る 。 Does Shows How 学生が実施
CM-03-01-03 イ ン フ ォ ームド コ ン セン ト 、 看護師の役割について理解し 、 看護実践でき る 。 Does Does 学生が実施

CM-03-01-04
状況に即し た意思決定に関する ガイ ド ラ イ ン に基づき 、 意思決定支援に必要な情報提供や質問の方法、 対
象の意思決定プロ セスを 理解し 、 看護実践に活用でき 、 共有意思決定を 支援でき る 。

Does Shows How 学生が実施

CM-03-01-05
ダイ バーシティ （ 多様性） ・ エク イ ティ （ 公平性） ・ イ ン ク ルージョ ン （ 包摂性） を 受け入れ、 継続的な
コ ミ ュ ニケーショ ン を と る こ と ができ る 。

Does Shows How 学生が実施

CM-03-01-06 日常の看護援助場面で、 対象の意思を 尊重し 、 主体的な決定を 引き 出す重要性を 理解し 実践でき る 。 Does Shows How 学生が実施
CM-03-01-07 保健・ 医療・ 福祉における 対象のアド ボカ シーを 理解し 、 看護職の役割を 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施

CM-03-02-01
対象への教育・ 相談・ 指導における コ ミ ュ ニケーショ ン を 説明でき 、 看護における 教育的支援の理解に基
づき 、 対象と 関係者のセルフ ケアを 支援でき る 。

Does Shows How 学生が実施

CM-03-02-02
ヘルスリ テラ シー、 視力、 聴力、 文化的感受性を 考慮し 、 エビ デン スに基づいた患者指導用教材を 使用で
き る 。

Does Does 学生が実施

CM-03-02-03
SPI KES（ 準備・ 理解度の評価・ 何を 伝えてよ いかの確認・ 知識と 情報提供・ 感情への共感・ 戦略と まと
め） のステッ プのプロ ト コ ルを 理解し ている 。

Does Does 学生が実施

CM-03-02-04
看護場面における カ ウン セリ ン グの意義と 目的、 コ ミ ュ ニケーショ ン 技法と し て積極的傾聴・ 共感的理解
を 理解し ている 。

Does Does 学生が実施

CM-04-01-01
主訴、 現病歴、 常用薬、 アレ ルギー歴、 既往歴、 家族歴、 嗜好、 生活習慣、 社会歴・ 職業歴、 生活環境、
家庭環境、 海外渡航歴、 システムレ ビ ュ ー等を 情報収集し 、 整理でき る 。

Does Does 学生が実施

CM-04-01-02 初期把握と し て適切なコ ミ ュ ニケーショ ン を 実施し 、 情報を 整理でき る 。 Does Does 学生が実施

CM-04-01-03
アセスメ ン ト ガイ ド と し てマズロ ーの基本的欲求・ ヘン ダーソ ン の基本的ニーズに基づく １ 4の構成要素、
ゴード ン の機能的健康パタ ーン 等を 活用し 、 情報収集・ 整理ができ る 。

Does Does 学生が実施

CM-04-01-04
対象の感情・ 考え・ 生活や役割・ 保健・ 医療・ 福祉における 期待を 情報収集でき る （ 患者の考えを 知る ：
FI FE、 患者のサイ ン に対応する ： NURSE等) 。

Does Does 学生が実施

CM-04-01-05
主訴と 病歴、 主観的情報、 症状の構成要素を 理解し 、 系統立てた問診（ 看護面接） のスキルを 活用し 、 情
報収集でき る 。

Does Does 学生が実施

CM-04-02-01
対象や家族の多様性（ 高齢者、 小児、 障害者、 LGBTQ、 国籍、 人種、 文化・ 言語・ 慣習の違い等） に配慮し
てコ ミ ュ ニケーショ ン を 実施でき る 。

Does Shows How 学生が実施

CM-04-02-02 関連する 法律、 規制、 方針、 ガイ ド ラ イ ン に従っ てコ ミ ュ ニケーショ ン を 実施でき る 。 Does Shows How 学生が実施

CM-04-02-03
対象者・ 家族・ 関係者・ 集団・ 地域・ 組織等の視点を も ち 、 対象者の状況・ 状態（ 健康段階・ ラ イ フ サイ
ク ル・ 地域社会、 理解度） に応じ たコ ミ ュ ニケーショ ン を と る こ と ができ る 。

Does Shows How 学生が実施

CM-04-02-04 関係ステーク ホルダーと の効果的な連携と 相互説明責任を 実施でき る 。 Shows How Shows How 学生が実施

アセスメ ン ト ガイ ド を 活
用し 健康に影響を 与える
個人的、 社会的、 経済
的、 環境的要因を 理解
し 、 コ ミ ュ ニケーショ ン
でき る 。

CM-04-01

1. 4

2. 4

CM-04-02

CM-03-01

CM-03-02

対象に応じ たコ ミ ュ ニ
ケーショ ン によ る 援助関
係を 構築し 、 省察でき
る 。

CM-02-01

CM-02-02

41. 7

アセスメ ン ト ガイ
ド を 用いた情報整
理

1. 4

7. 7

健康に影響を 与え
る 個人的、 社会
的、 経済的、 環境
的要因

99. 5

43. 1

23. 6

3. 9

15. 9

対象に応じ たカ ウ
ン セリ ン グと 教育
的支援

コ ミ ュ ニケーショ
ン の基本（ 自己理
解）

対人援助関係の省
察

CM-02
対象者と の援助
関係の構築

人間関係の構築

自己理解、 人間関係の成
立・ 発展を 踏まえた人間
関係の構築のためのコ
ミ ュ ニケーショ ン を 理解
し ている 。

CM-01-01

CM-01

CM-03
対象者と の援助
関係に基づく 支
援

対象に応じ た意思決定支
援、 カ ウン セリ ン グ、 教
育的支援を 実施でき る 。

CM-04
対象者と の援助
関係の促進

看護学士課程を修了した看護師として求められる資質・能力
（各大学の教育理念から導かれるディプロマポリシーに基づき、カリキュラム編成の参考として、この資質・能力を獲得するための教育内容とすることが望まれる）

【参照】卒業時点と各領域実習前時点注釈1）の到達度、指導体制と
委託の程度を示したものを調査研究の結果として掲載（各大学の
実習環境等を考慮して参照することも可能）

注釈1）各領域実習前時点とは基礎看護学実習修了後である
注釈2）Millerピラミッド
・Does(Action)：根拠を理解して、臨地で実践できる。
・Shows How(Performance)：根拠を理解して、模擬的な環境で行動・実
演できる。
・Knows How(Competence)：収集した情報を分析・解釈し、臨地への活
用方法が考えられる。
・Knows(Knowledge)：専門職としての能力を発揮するために必要な知識
がある。

【別表】インタビューデータの
中で、どの資質・能力に対して
どの程度言及されたかの比率を
示したものを調査研究の結果と
して例示（この数値は重みづけ
の標準を示すものではないこと
に留意して、各大学において自
主的、自律的に重みづけを決
定）

ブループリ ント

9. 6

3. 2

6. 4CM-01-02
コ ミ ュ ニケーショ
ン の基本（ 人間関
係の成立・ 発展）

CM： コ ミ ュ ニケーショ ン 能力（ Communi cat i on）
 看護職と し て、 対象なら びに多職種の多様な背景を 理解し たう えで、 良好な関係性を 構築し 相互作用によ っ て質の高い看護を 実践する 。

C
M
：
コ
ミ
ュ

ニ
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ー

シ
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ン
能
力
（
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n
i
c
a
t
i
o
n
）

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

対象の意思を 尊重
し た意思決定支援

対象（ 個人・ 集
団） や状況に応じ
たコ ミ ュ ニケー
ショ ン によ る 援助
関係構築



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

ブループリ ント
CM： コ ミ ュ ニケーショ ン 能力（ Communi cat i on）
 看護職と し て、 対象なら びに多職種の多様な背景を 理解し たう えで、 良好な関係性を 構築し 相互作用によ っ て質の高い看護を 実践する 。

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

CM-05-01-01 医療専門職と 協働し 、 健康や集団衛生の問題に取り 組むためのコ ン サルテーショ ン 技術を 実施でき る 。 Shows How Knows How 学生が実施

CM-05-01-02
専門職連携のコ ミ ュ ニケーショ ン に必要なコ ーディ ネーショ ン ・ マネジメ ン ト ・ リ ーダーシッ プ・ フ ァ シ
リ テーショ ン 等のスキルの必要性と 方法を 理解し ている 。

Shows How Knows How 学生が実施

CM-05-02-01 他者と 協働し て、 課題発見・ 課題解決に向けたコ ン フ リ ク ト ・ マネジメ ン ト を 実施でき る 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CM-05-02-02
自己の偏見を 自覚し 、 チームメ ン バーと の相互尊重やコ ミ ュ ニケーショ ン にどのよ う な影響を 及ぼすかを
理解し ている 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CM-05-02-03
個人、 地域社会、 または集団のために、 専門職種間のチームメ ン バーと 協力し て相互のヘルスケア目標を
設定でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CM-05-02-04 患者中心のケア決定を 行う ために、 チームメ ン バーの視点を 引き 出し 、 情報共有・ ケアに活用でき る 。 Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CM-05-02-05
プロ フ ェ ッ ショ ナルで正確かつタ イ ムリ ーに必要な情報を 医療専門職共通言語、 テク ニカ ルスキル・ ノ ン
テク ニカ ルスキルを 活用し 、 伝達でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CM-05-02-06
ダイ バーシティ （ 多様性） ・ エク イ ティ （ 公平性） ･イ ン ク ルージョ ン （ 包摂性） に基づく コ ミ ュ ニケー
ショ ン がケアの質に与える 影響を 説明でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

CM-05-02-07
自己の価値観や言動について、 多職種およ び同職種・ 同僚と の関係性のなかで相対化し 、 意思決定支援の
ために発言、 共有でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施
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CM-05

5. 0
チームベースの専
門職間連携の促進

19. 3
専門職間連携によ
る ケアの促進

14. 2

CM-05-01

医療専門職と の
関係構築

専門職間連携を 活用し 、
対象者に必要なケアを 促
進でき る 。

注釈3）見学：見学（看護行為の身体的侵襲の程度等、臨地実習指導者が判断）、看護師の直接の監督下で実施：看護師（臨地実習施設に所属）の直接の監督下で実施、
　　　 教員等の直接の監督下で実施：教員等（看護師だが臨地実習施設に所属しない）の直接の監視下で実施、学生が実施：学生が（看護師等がすぐに対応できる状況下で）実施

CM-05-02



表　資質・能力、到達度、指導体制と委託の程度、ブループリント（数値）

指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

I T-01-01-01

社会におき ている 変化（ ビ ッ グデータ 、 I oT、 AI 、 ロ ボッ ト 、 データ 量の増加、 計算機の処理性能の向上、
AI の非連続的進化、 第4次産業革命、 Soci et y 5. 0、 データ 駆動型社会、 複数技術を 組み合わせたAI サービ
ス、 人間の知的活動と AI の関係性、 データ の起点と 人間の知的活動の起点から の見方等） 、 社会で活用さ
れている データ （ 調査・ 実験・ 人の行動ロ グ・ 機械の稼働ロ グ、 1次・ 2次データ 、 データ のメ タ 化、 構造
化・ 非構造化データ （ 文章、 画像/動画、 音声/音楽等） 、 データ 作成、 オープン データ ） について理解し
ている 。

Does Knows 実施の機会がない⇒見学

I T-01-01-02
医療情報システムの安全管理に関する ガイ ド ラ イ ン 、 情報セキュ リ ティ について理解し 、 必要な対策につ
いての説明、 適切な情報システムの使用ができ る 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-01-02-01
データ を 扱う う えでの統計リ テラ シーを 身につけ、 グラ フ /統計（ 正規分布の母平均の信頼区間等） データ
を 批判的に考察でき る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-01-02-02
スプレ ッ ド シート 等を 使っ て、 小規模データ （ 数百件～数千件レ ベル） を 、 データ 処理言語（ SQL/Pyt hon
等） を 使っ て、 大規模データ （ 数万件レ ベル～） を 集計・ 加工でき る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-01-02-03
オープン データ の定義と 活用方法、 データ の発生源の情報（ オープン データ の生成過程、 ド メ イ ン ） を 確
認する こ と の重要性を 理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-01-02-04
課題設定、 データ 収集、 分析手法選択、 解決施策に唯一の正解はなく 、 さ まざまなアプロ ーチが可能であ
る こ と を 理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-01-03-01
データ の特徴や文献や現象を 読み解き 、 おき ている 事象の背景や意味合い、 それら の関係を 分析・ 考察し
表現でき る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-01-03-02 アルゴリ ズム基礎、 データ 構造と プロ グラ ミ ン グ基礎、 時系列データ の特徴を 理解し ている 。 Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

I T-01-03-03
文章（ テキスト ） や画像を データ と し て処理でき る こ と や、 時系列データ と その成分について理解し てい
る 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-01-03-04
データ 分析における 一連のプロ セスに基づき 、 データ を 活用し た問題解決に向けた方法について理解す
る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-02-01-01
情報セキュ リ ティ リ スク を 理解し 、 個人情報保護法やEU一般データ 保護規則( GDPR) 等、 データ を 取り 巻く
国際的な動き 、 関連する 規制（ 法律、 倫理基準、 個人情報保護のための規定等） 、 組織の方針、 プラ イ バ
シー保護について理解し 、 医療者と し て個人情報を 適切に取り 扱う こ と ができ る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-02-01-02
保健・ 医療・ 福祉・ 看護における 個人情報の取り 扱いと セキュ リ ティ 、 個人識別の方法、 電子保存の３ 原
則について理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-02-01-03
情報の開示に関する 法的根拠と 注意点、 データ ・ AI を 利活用する 際に求めら れる モラ ルや倫理について理
解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-02-02-01
医療情報活用に向けて、 医療・ 看護情報の電子化と 情報活用（ 二次利用） 、 情報システムや医療・ 看護用
語・ 蓄積さ れている データ の標準化の重要性について理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-02-02-02
組織の方針およ び手順に従っ て、 システムプロ セスおよ び機能上の問題（ エラ ーメ ッ セージ、 誤操作、 機
器の誤動作等） を 報告する こ と の重要性を 理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-02-02-03
ケアの提供において、 倫理的、 法的、 専門的、 規制上の基準およ び職場の方針に従っ て、 情報通信技術を
活用でき る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-02-02-04
情報端末（ コ ン ピ ュ ータ ー、 スマート フ ォ ン 等） を 用いてイ ン タ ーネッ ト やアプリ ケーショ ン 等を 医療の
実践に活用でき る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-03-01-01
保健・ 医療・ 福祉、 対象・ 地域社会・ 集団のケアに使用さ れる さ まざまな情報通信技術ツ ールを 用いて適
切なデータ を 使用し 、 データ がどのよ う な影響を 与える かを 理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-03-01-02 情報通信技術ツ ールが患者と チームのコ ミ ュ ニケーショ ン を どのよ う に支援する かを 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施

I T-03-01-03
患者ケアを 可能にする 電子医療、 モバイ ルヘルス、 遠隔医療システムについて説明でき 、 ケアを 実践する
際には、 適切なデータ の使用、 正確なデータ の入力が実施でき る 。

Does Shows How 学生が実施

I T-03-02-01
情報・ 通信・ 科学技術を 医療に活用する こ と の重要性と 社会的意義、 医療情報交換や相互運用性や統合が
医療に与える 影響、 医療者に求めら れる 役割を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施

I T-03-02-02
情報・ 科学技術の医療への応用の可能性と 医療者に求めら れる 役割を 説明でき 、 新たに登場する 情報・ 科
学技術を 学び、 医療に活用でき る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-03-02-03 生活支援、 健康促進や治療の最適化に向けて、 情報・ 通信・ 科学技術を 活用する 可能性を 理解し ている 。 Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-03-01
情報通信技術を 活
用し たデータ の収
集と 情報作成

I T-03-02
医療専門職と し て
の情報・ 通信・ 科
学技術への態度

情報・ 科学技術
によ る 患者支援
の理解促進

医療専門職と し て、 情報
通信技術を 活用し 、 地域
の保健医療福祉の提供に
必要なデータ と その活用
について理解し ている 。

I
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情
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・
科
学
技
術
を
活
か
す
能
力
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I T-02

医療における 情
報・ 通信・ 科学
技術の基本的理
解

医療情報システムを 使用
する ために必要な基礎的
知識を 修得し 、 個人情報
を 適切に取り 扱う こ と が
でき る 。

現代社会における デー
タ ・ I CT・ AI 利活用の現
況を 知り 、 基礎的なデー
タ の取り 扱いと データ 分
析方法を 理解し ている 。

17. 1

2. 1

1. 7

5. 4

3. 0

2. 4

0. 6

0. 5

0. 4

1. 2

1. 0

I T-01-01
社会における デー
タ ・ AI 利活用

基本的なデータ の
取り 扱い

データ 分析
（ anal ysi s）

I T-02-01

個人情報の適切な
取り 扱い（ プラ イ
バシーと セキュ リ
ティ ）

I T-02-02
医療情報システム
の基本的理解

I T-01
I T-01-02

I T-01-03

I CT活用と 情報
リ テラ シー

I T-03

看護学士課程を修了した看護師として求められる資質・能力
（各大学の教育理念から導かれるディプロマポリシーに基づき、カリキュラム編成の参考として、この資質・能力を獲得するための教育内容とすることが望まれる）

【参照】卒業時点と各領域実習前時点注釈1）の到達度、指導体制と
委託の程度を示したものを調査研究の結果として掲載（各大学の
実習環境等を考慮して参照することも可能）

注釈1）各領域実習前時点とは基礎看護学実習修了後である
注釈2）Millerピラミッド
・Does(Action)：根拠を理解して、臨地で実践できる。
・Shows How(Performance)：根拠を理解して、模擬的な環境で行動・実
演できる。
・Knows How(Competence)：収集した情報を分析・解釈し、臨地への活
用方法が考えられる。
・Knows(Knowledge)：専門職としての能力を発揮するために必要な知識
がある。

【別表】インタビューデータの
中で、どの資質・能力に対して
どの程度言及されたかの比率を
示したものを調査研究の結果と
して例示（この数値は重みづけ
の標準を示すものではないこと
に留意して、各大学において自
主的、自律的に重みづけを決
定）

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント
I T： 情報・ 科学技術を 活かす能力（ Ut i l i zat i on of  I nf or mat i on Technol ogy）
 安全で質の高い、 効率的な保健医療サービ スを 提供・ 管理する ために、 発展する 情報通信技術や人工知能を 活用し たデータ 収集、 意思決定を 促す情報形成、 信頼性の高い知識・ 情報・ データ に基づいた
看護を 実践する 。 科学技術の活用によ り 、 対象へのよ り 快適な生活へ向けた支援・ 健康促進を 実現し 、 看護提供の質を 向上さ せる 。



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習

 前時点
臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント
I T： 情報・ 科学技術を 活かす能力（ Ut i l i zat i on of  I nf or mat i on Technol ogy）
 安全で質の高い、 効率的な保健医療サービ スを 提供・ 管理する ために、 発展する 情報通信技術や人工知能を 活用し たデータ 収集、 意思決定を 促す情報形成、 信頼性の高い知識・ 情報・ データ に基づいた
看護を 実践する 。 科学技術の活用によ り 、 対象へのよ り 快適な生活へ向けた支援・ 健康促進を 実現し 、 看護提供の質を 向上さ せる 。

I T-04-01-01
さ まざまな環境において、 多様な人々に安全かつ適切な看護ケアを 提供する ために、 情報通信技術と 情報
学的プロ セスを 理解し ている 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-04-01-02
遠隔コ ミ ュ ニケーショ ン のあり 方を 理解し 、 その目的に応じ て適切なツ ール（ 電子メ ール、 テレ ビ 会議シ
ステム、 SNS等） を 選択し 活用でき る 。

Shows How Knows How 学生が実施

I T-04-01-03
医療における マルチメ ディ ア・ アプリ ケーショ ン 、 ソ ーシャ ルメ ディ ア( イ ン タ ーネッ ト 、 SNS等) の利用に
おいて、 医療者と し て相応し い情報発信のあり 方を 理解し 、 実践でき る 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-04-01-04
情報通信技術がケアの質と 安全性に及ぼす影響、 意思決定支援ツ ールが臨床判断と 安全な患者ケアに及ぼ
す影響を 評価でき る 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

I T-04-01-05
医療・ 介護・ 保健分野で集積さ れる リ アルワールド データ （ レ セプト 、 健診情報、 認定情報等） の種類、
内容、 法的根拠、 活用方法を 理解し 、 データ ベース（ NDB、 介護DB、 DPCDB等） から 知見を 看護に活用する
意義と 課題を 理解し ている 。

Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

I T-04-01-06
医療専門職間で看護の独自性やアウト カ ムを 伝達する ために、 標準化さ れた看護データ の特性と 重要性を
理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

I T-04-02-01
医療のデジタ ルト ラ ン スフ ォ ーメ ーショ ン の推進に伴い、 負担軽減、 業務の効率化に向けて、 新たな情
報・ 科学技術（ ロ ボティ ク ス、 AI 、 XR等） の効果・ 課題を 理解し たう えで、 看護ケアに活用でき る 。

Knows How Knows 看護師の直接の監督下で実施

I T-04-02-02
新たな情報・ 通信・ 科学技術の効果・ 課題を 理解し 、 それを 活用し た看護・ 看護ケア・ システムの発展や
効率化について自身の意見を 理解し ている 。

Shows How Knows How 看護師の直接の監督下で実施

I T-05-01-01
情報通信技術を 活用し て、 効率的なケアの文書化、 医療提供者、 対象、 およ びすべてのシステムレ ベル間
のコ ミ ュ ニケーショ ン を 円滑にでき る 。

Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

I T-05-01-02
情報・ 科学技術を 活用し たデータ 収集・ 情報作成から 知識を 生み出し 、 問題解決を はかる と も に、 臨床情
報の流れを 強化する ための情報通信技術を 理解し ている 。

Shows How Knows How 教員等の直接の監視下で実施

医療における 情
報・ 通信・ 科学
技術のシステム
活用

医療情報システムの利活
用の必要性と 方法を 理解
し 、 安全に使用でき る 。

I T-05-01
医療情報システム
の利活用

情報・ 科学技術
によ る ケア提供
能力の強化

適切な看護ケア提供のた
めに、 I CT・ AI ・ XRを 活
用でき る 。

I T-04-01
安全な患者ケアの
ための情報通信技
術( I CT) 活用能力

I T-04-02
新技術活用によ る
業務効率化と ケア
改善能力

I
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科
学
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術
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1. 9

4. 2

6. 2

1. 8 1. 8

注釈3）見学：見学（看護行為の身体的侵襲の程度等、臨地実習指導者が判断）、看護師の直接の監督下で実施：看護師（臨地実習施設に所属）の直接の監督下で実施、
　　　 教員等の直接の監督下で実施：教員等（看護師だが臨地実習施設に所属しない）の直接の監視下で実施、学生が実施：学生が（看護師等がすぐに対応できる状況下で）実施

I T-04

I T-05



表　資質・能力、到達度、指導体制と委託の程度、ブループリント（数値）

指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

PS-01-01-01 看護学の主要な概念である 人間・ 環境・ 健康の概念、 健康に関連する 概念を 理解し ている 。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-01-02
看護学が自然科学と人間科学の双方の要素をもち、健康に関連して人々が示す反応の意味を探索し、人々
の生活を基盤として健康の維持増進、疾病予防、疾病回復への専門的援助を探究する学問として看護学に
ついて理解している。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-01-03
看護学固有の特性として、人間・健康を捉える視点、方法論（アプローチ）の独自性、関連学問領域との
つながり、社会における看護の役割や活動の変遷について理解している。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-01-04 看護の歴史と看護倫理の変遷を理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
PS-01-01-05 看護学と看護理論の関係を理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
PS-01-01-06 看護技術とは何かを理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
PS-01-02-01 心の健康の概念、 対人関係や対人関係にかかわる 概念、 スト レ ス反応について理解し ている 。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
PS-01-02-02 ケアとケアリングの概念を理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
PS-01-02-03 人の生と死について理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
PS-01-02-04 看護の諸理論・概念を活用して人間について統合的に捉え、看護活動を理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-02-05
看護の対象である人間・家族・集団・地域またはパーソン、チーム、ポピュレーション、システムの広が
りを理解している。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-02-06 対象の個別性や状況を考慮してエビデンスの適用について理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-02-07
栄養・食生活、身体活動・運動、休養・睡眠、排泄等日常生活行動と機能が、健康に与える影響を理解し
ている。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-02-08 日常生活行動と機能が健康に与える影響、生活と環境や文化との関係を理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-02-09
健康危機の概念と種類、それらへの対応（リスクコミュニケーションを含む）と看護活動を理解してい
る。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-02-10 ヘルスプロモーション、ウェルネス等、より健康的な生活へ向かう概念について理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-02-11
ノーマライゼーションの理念に基づき、障害の有無に関係なくすべての人々が社会・家庭生活を送る権利
があることを理解している。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-02-12
プライマリ・ヘルス・ケアの理念に基づき、対象の健康段階・ライフサイクル・生活する場に応じた方法
でケアを提供する必要性や方法と看護活動を理解している。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-01-02-13 権利擁護の理念に基づき、人としての基本的なニーズを守る必要性を理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
PS-02-01-01 多様な組織における看護の役割、看護体制、看護の機能について理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
PS-02-01-02 医療・ 看護の歴史、 法的基盤を 理解し ている 。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
PS-02-01-03 演繹的思考法と帰納的思考法を理解している。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施
PS-02-01-04 医療専門職に共通する 知識と 看護学的知識を 融合し た臨床推論の方法を 理解し ている 。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-02-02-01
グローバリゼーション・国際化等の動向、国内外の社会の変化と看護の独自性・専門性について理解して
いる。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-02-02-02 医療の歴史的変遷を踏まえた現代の医療的問題の相対化について理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
PS-02-02-03 環境（社会・文化的環境、物理・化学・生物的環境、政治・経済的環境）と看護活動を理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施
PS-02-02-04 疾病構造の変遷、疾病対策、保健医療福祉対策の動向と看護の役割と看護活動を理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施

17. 1

総合体である 人間
と 看護活動

看護学士課程を修了した看護師として求められる資質・能力
（各大学の教育理念から導かれるディプロマポリシーに基づき、カリキュラム編成の参考として、この資質・能力を獲得するための教育内容とすることが望まれる）

【参照】卒業時点と各領域実習前時点注釈1）の到達度、指導体制と
委託の程度を示したものを調査研究の結果として掲載（各大学の
実習環境等を考慮して参照することも可能）

注釈1）各領域実習前時点とは基礎看護学実習修了後である
注釈2）Millerピラミッド
・Does(Action)：根拠を理解して、臨地で実践できる。
・Shows How(Performance)：根拠を理解して、模擬的な環境で行動・実
演できる。
・Knows How(Competence)：収集した情報を分析・解釈し、臨地への活
用方法が考えられる。
・Knows(Knowledge)：専門職としての能力を発揮するために必要な知識
がある。

【別表】インタビューデータの
中で、どの資質・能力に対して
どの程度言及されたかの比率を
示したものを調査研究の結果と
して例示（この数値は重みづけ
の標準を示すものではないこと
に留意して、各大学において自
主的、自律的に重みづけを決
定）

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント

9. 8

PS-02-01 医療における 看護

7. 3

10. 1

PS-01-02

PS-01-01
看護の基盤と なる
知識

PS： 専門知識に基づいた問題解決能力（ Pr obl em Sol vi ng）
  医療専門職共通なら びに看護職と し て問題解決する ための専門的知識を 保有し て、 課題を 解決する 。

PS-02
医療システムに

おける 看護
医療システムにおける 看

護を 理解し ている 。

2. 6

看護の学問分野特有の視
点を 理解し 、 実践の科学
と し ての看護活動につい
て理解し ている 。

PS-02-02 社会における 看護

P
S
：
専
門
知
識
に
基
づ
い
た
問
題
解
決
能
力
（
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PS-01
看護の学問分野
特有の視点



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント
PS： 専門知識に基づいた問題解決能力（ Pr obl em Sol vi ng）
  医療専門職共通なら びに看護職と し て問題解決する ための専門的知識を 保有し て、 課題を 解決する 。

PS-02-03-01
医療法が定める医療施設の種類と機能の概要、保健医療福祉における看護サービスを提供するしくみ、医
療提供体制と看護師の働き方について理解している。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-02-03-02 組織における医療安全対策等、医療機関の取組と看護の活動・役割について理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-02-03-03
継続看護、退院支援・退院調整等、地域の関連機関と協働関係を形成する看護援助方法について理解して
いる。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-02-03-04
看護職を規定する法律や関係法規（保健師助産師看護師法、看護師等の人材確保の促進に関する法律等）
について理解している。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-02-03-05
医療関係法規について理解し、社会の状況や諸制度とのかかわりのなかで医療に関する諸事情を捉え、構
造的に理解している。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-02-03-06 医療過誤に関連した刑事・民事責任や保健師助産師看護師法に基づく行政処分を理解している。 Does Knows How 教員等の直接の監視下で実施

PS-02-03-07
心身の健康障害や疾病リスクの早期発見・早期診断・早期治療に必要な健診等のシステムとその活用につ
いて理解している。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-03-01-01 細胞や組織の構造や生理学的機能、形態的変化について基本的事項を理解している。 Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-03-01-02

心停止の主な疾患・病態について病因、症状・徴候、検査、治療法、心停止の原因分類としての①心血管
原性(急性心筋梗塞、急性大動脈解離、大動脈瘤破裂、肺塞栓症)、②呼吸原性(気道閉塞、緊張性気胸、肺
実質病変による低酸素血症)、③神経原性(重症頭部・脊髄外傷、急性くも膜下出血)、④中毒・環境要因(中
毒、熱中症、低体温症)、⑤電解質・酸塩基平衡異常(低・高カリウム血症、アシドーシス、低血糖)と病態
および診断の要点について理解している。

Does Does 教員等の直接の監視下で実施

PS-03-01-03
死の概念と定義（脳死、心臓死と遷延性意識障害の違いを含む）や生物学的な個体の死について理解して
いる。

Does Knows How 学生が実施

PS-04-01-01 細胞や組織の構造や生理学的機能について基本的事項を理解している。 Does Does 学生が実施

PS-04-01-02
体液・ 体温恒常性の維持、 常在菌・ 腸内細菌と 宿主と の相互作用について基本的事項を 理解し 、 看護活動
を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施

PS-04-01-03 空腹時、 飢餓時、 食後、 過食時、 運動時における 代謝について理解し 、 看護活動を 説明でき る 。 Does Does 学生が実施
PS-04-02-01 物質流通の媒体、 流通経路、 流通の原動力の基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施
PS-04-02-02 神経性調節、 液性調節について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施
PS-05-01-01 ラ イ フ サイ ク ル各期における 身体・ 生理的特徴、 精神・ 運動・ 社会的発達と 看護活動を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施

PS-05-01-02
小児期の身体の成長と 生理機能の発達、 正常な精神運動発達等心身の成長・ 発達と 看護活動を 理解し てい
る 。

Does Does 学生が実施

PS-05-01-03 小児期の栄養面での特性や食育と 看護活動を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施
PS-05-01-04 小児期の免疫発達と 感染症の関係と 看護活動を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施
PS-05-01-05 小児期から 成人期への医療の移行について、 現状と 課題を 理解し 、 看護活動を 説明でき る 。 Does Knows How 学生が実施

PS-05-01-06
思春期発現の機序と性徴、青年期（AYA世代を含む）のセクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ
に関連する課題について理解している。

Does Knows How 学生が実施

PS-05-01-07
ラ イ フ サイ ク ルに成人期と 関連する 課題（ メ ン タ ルヘルス、 仕事、 運動習慣、 不妊等にかかわる 課題） に
ついて理解し ている 。

Does Knows How 学生が実施

PS-05-01-08 高齢者の認知機能低下について理解し ている 。 Does Knows How 学生が実施
PS-05-01-09 高齢者のエンド・オブ・ライフ・ケアについて理解している。 Does Knows How 学生が実施

生命維持と 生物
学的な死

生命維持・ 生活
行動を 理解する
ための体の仕組
み

看護の基盤と なる 生命維
持・ 生活行動を 理解する
ための身体の仕組みを 理
解し 、 看護実践に活かす
こ と ができ る 。

5. 0

0. 3

内部環境の恒常性
と 看護活動

5. 0

29. 9
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サイ ク ル期における 生命
維持と 生活行動を 理解
し 、 看護実践に活かすこ
と ができ る 。
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PS-03

看護の基盤と なる 生命を
理解する ために、 生命維
持と 生物学的な死につい
て理解し ている 。
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PS-04-02
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機構
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0. 0＊

ラ イ フ サイ ク ルに
特徴づけら れる 看
護活動

PS-04-01

0. 4



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント
PS： 専門知識に基づいた問題解決能力（ Pr obl em Sol vi ng）
  医療専門職共通なら びに看護職と し て問題解決する ための専門的知識を 保有し て、 課題を 解決する 。

PS-06-01-01
目覚める し く み（ 睡眠と 覚醒のリ ズム、 メ カ ニズム） 、 眠る し く みと から だのリ ズム（ サーカ ディ アン リ
ズム、 活動周期、 睡眠にかかわる ホルモン ） 、 眠り （ ノ ン レ ム睡眠・ レ ム睡眠、 睡眠パタ ーン ） 、 思考す
る し く み（ 情報処理機能、 認知プロ セス） について理解し 、 支援する ための看護活動を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施

PS-06-01-02
動く し く みと 姿勢（ 体位と 構え、 立位の保持） 、 神経から 筋への指令と 筋の収縮、 意図的ではない運動
（ 反射） 、 意図的な運動（ 随意運動） 、 骨格・ 骨格筋・ 関節・ 筋の収縮・ 関節可動域、 歩く ・ つまむ・ 表
情について理解し 、 支援する ための看護活動を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施

PS-06-02
し く みの理解と 看
護活動（ 息を す
る ）

PS-06-02-01
息を 吸う ・ 吐く し く みである 呼吸器（ 気道と 肺、 胸膜、 縦隔） 、 呼吸運動、 呼吸調節、 肺気量、 ガス交換
のし く みである 外呼吸・ 内呼吸、 酸塩基平衡について理解し 、 支援する ための看護活動を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-06-03
し く みの理解と 看
護活動（ 食べる ）

PS-06-03-01
食べる し く みである 食行動、 摂食行動・ 飲水行動、 口腔・ 咽頭・ 食道の構造と 機能、 腹膜・ 内臓の位置関
係、 消化と 吸収（ 腹部消化管の構造と 機能： 胃・ 小腸・ 栄養素の消化と 吸収・ 大腸、 膵臓・ 肝臓・ 胆囊の
構造と 機能） について理解し 、 支援する ための看護活動を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-06-04
し く みの理解と 看
護活動（ ト イ レ に
行く ： 排尿）

PS-06-04-01
排尿のし く みである 尿の生成（ 腎臓の構造と 機能・ 尿生成のメ カ ニズム： 濾過・ 再吸収・ 分泌） 、 体液量
の調節（ レ ニン -アン ギオテン シン -アルド ステロ ン 系・ 抗利尿ホルモン ・ 酸塩基平衡（ 腎性代償） ） 、 排
尿（ 排尿路の構造・ 尿の貯蔵） 、 排尿の機序について理解し 、 支援する ための看護活動を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-06-05
し く みの理解と 看
護活動（ ト イ レ に
行く ： 排便）

PS-06-05-01
排便のしくみである大腸と肛門の構造、便の生成、排便の機序について理解し、支援するための看護活動
を説明できる。

Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-06-06
し く みの理解と 看
護活動（ 清潔・ 整
容）

PS-06-06-01
清潔や整容に関係する 皮膚の構造（ 表皮・ 真皮・ 皮下組織） 、 皮膚の血管と 神経、 皮膚の機能と 入浴によ
る 作用について理解し 、 支援する ための看護活動を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-06-07-01
見る し く みである 眼の構造、 視覚、 視野、 明暗覚・ 色覚、 眼に関する 反射について理解し 、 支援する ため
の看護活動を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施

PS-06-07-02
話すし く みである 大脳の言語野、 発声にかかわる 器官の構造、 話すための過程・ 経路について理解し 、 支
援する ための看護活動を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施

PS-06-08-01
性を 営むし く みである 遺伝によ る 男と 女（ 染色体（ 遺伝子） の性・ 性の分化異常） 、 ホルモン によ る 男と
女（ 性腺の性と 分化・ 性管の性と 分化・ 外生殖器の分化・ 脳の性分化) 、 男性生殖器なら びに女性生殖器の
構造と 機能について理解し 、 支援する ための看護活動を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施

PS-06-08-02
性を 営むし く みである 受精と 胎児の発生（ 生殖細胞と 受精・  発生と 生殖・ 胎児と 胎盤） について理解し 、
支援する ための看護活動を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施

PS-06-09
仕組みの理解と看
護活動(フレイル予
防）

PS-06-09-01
加齢変化等にと も なう 健康障害（ 嚥下障害、 脱水、 失禁、 便秘、 睡眠障害等） への支援やフ レ イ ル予防に
ついて理解し 、 支援する ための看護活動を 説明でき る 。

Does Knows How 学生が実施 0. 0＊

PS-07-01-01
医療専門職と し て人体各器官およ び全身の構造と 機能を 理解し 、 主な疾患・ 病態についての病因、 主な症
状・ 徴候についての原因と 病態生理、 検査、 治療法、 主要な疾病マネジメ ン ト と 症状マネジメ ン ト につい
て理解し ている 。

Does Does 学生が実施

PS-07-01-02 医療専門職と し て障害の構造（ 機能障害、 能力障害） 、 障害の程度、 評価方法について理解し ている 。 Does knows 学生が実施

PS-07-01-03
医療専門職と し て主要な症状・ 徴候（ 症候） に対する 医療面接、 フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ ン 、 鑑別診
断と 診断の要点、 予測さ れる 病態を 想起し 、 その変化を 理解し ている 。

Does Knows How 学生が実施

PS-07-01-04 医療専門職と し て多疾患が併存し た状態およ び複数臓器にまたがる 疾患についての特徴を 理解し ている 。 Does knows 学生が実施

PS-08-01
血液・ 造血器・ リ
ン パ系の構造と 機
能の理解

PS-08-01-01 血液・ 造血器・ リ ン パ系の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-08-02

血液・ 造血器・ リ
ン パ系の症状・ 徴
候に対する 看護活
動

PS-08-02-01
血液・ 造血器・ リ ン パ系の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネー
ショ ン 、 看護活動を 理解し ている 。

Does Knows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-03

血液・ 造血器・ リ
ン パ系の疾患・ 病
態に対する 看護活
動

PS-08-03-01
血液・ 造血器・ リ ン パ系の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を
理解し ている 。

Does Knows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-04
神経系の構造と 機
能の理解

PS-08-04-01 神経系の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 1

PS-08-05
神経系の症状・ 徴
候に対する 看護活
動

PS-08-05-01
神経系の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ ン 、 看護活動を
理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 5

PS-08-06
神経系の疾患・ 病
態に対する 看護活
動

PS-08-06-01 神経系の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施 0. 1

PS-08-07
皮膚系の構造と 機
能の理解

PS-08-07-01
皮膚系の構造と 機能について基本的事項、 創傷の分類と 治癒過程、 創傷の管理、 褥瘡の管理を 理解し てい
る 。

Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-08-08
皮膚系の症状・ 徴
候に対する 看護活
動

PS-08-08-01
皮膚系の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ ン 、 看護活動を
理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 4

PS-08-09
皮膚系の疾患・ 病
態に対する 看護活
動

PS-08-09-01 皮膚系の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-10
運動器（ 筋骨格）
系の構造と 機能の
理解

PS-08-10-01 運動器（ 筋骨格） 系の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-08-11
運動器（ 筋骨格）
系の症状・ 徴候に
対する 看護活動

PS-08-11-01
運動器（ 筋骨格） 系の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ
ン 、 看護活動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-12
運動器（ 筋骨格）
系の疾患・ 病態に
対する 看護活動

PS-08-12-01
運動器（ 筋骨格） 系の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理解
し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-13
循環器系の構造と
機能の理解

PS-08-13-01 循環器系の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 1

PS-08-14
循環器系の症状・
徴候に対する 看護
活動

PS-08-14-01
循環器系の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ ン 、 看護活動
を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 1

PS-08-15
循環器系の疾患・
病態に対する 看護
活動

PS-08-15-01 循環器系の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-16
呼吸器系の構造と
機能の理解

PS-08-16-01 呼吸器系の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-08-17
呼吸器系の症状・
徴候に対する 看護
活動

PS-08-17-01
呼吸器系の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ ン 、 看護活動
を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 4

1. 7

看護の基盤と なる 生命維
持と 日常生活行動の関連
について理解し 、 看護実
践に活かすこ と ができ
る 。

PS-07

各器官およ び全
身の構造・ 機能
と 健康障害に対
する ニーズ分析

 

0. 3

0. 0＊

人体各器官およ び
全身の疾患・ 病態
の理解

0. 1

し く みの理解と 看
護活動（ コ ミ ュ ニ
ケーショ ン ）

し く みの理解と 看
護活動（ 性を 営
む）

PS-08

人体各器官の構
造・ 機能と 健康
障害に対する
ニーズ分析
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各器官およ び全身の構
造・ 機能、 健康障害に対
する ニーズを 分析し 、 そ
れを 活用し た看護を 実践
でき る 。

PS-06

人体各器官の構造・ 機能
と 健康障害に対する ニー
ズを 分析し 、 それを 活用
し た看護を 実践でき る 。

生命維持と 日常
生活行動

0. 4

1. 7

66. 1

PS-06-01

PS-06-07

PS-06-08

PS-07-01

し く みの理解と 看
護活動（ 活動と 休
息）



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント
PS： 専門知識に基づいた問題解決能力（ Pr obl em Sol vi ng）
  医療専門職共通なら びに看護職と し て問題解決する ための専門的知識を 保有し て、 課題を 解決する 。

PS-08-18
呼吸器系の疾患・
病態に対する 看護
活動

PS-08-18-01 呼吸器系の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施 0. 1

PS-08-19
消化器系の構造と
機能の理解

PS-08-19-01 消化器系の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-08-20
消化器系の症状・
徴候に対する 看護
活動

PS-08-20-01
消化器系の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ ン 、 看護活動
を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-21
消化器系の疾患・
病態に対する 看護
活動

PS-08-21-01 消化器系の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-22

腎・ 尿路系( 体液・
電解質バラ ン スを
含む) の構造と 機能
の理解

PS-08-22-01 腎・ 尿路系( 体液・ 電解質バラ ン スを 含む) の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-08-23

腎・ 尿路系( 体液・
電解質バラ ン スを
含む) の症状・ 徴候
に対する 看護活動

PS-08-23-01
腎・ 尿路系( 体液・ 電解質バラ ン スを 含む) の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ
ルイ グザミ ネーショ ン 、 看護活動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-24

腎・ 尿路系( 体液・
電解質バラ ン スを
含む) の疾患・ 病態
に対する 看護活動

PS-08-24-01
腎・ 尿路系( 体液・ 電解質バラ ン スを 含む) の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治
療法と 看護活動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-25
生殖器系・ 乳房の
構造と 機能の理解

PS-08-25-01 生殖器系・ 乳房の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-08-26
生殖器系・ 乳房の
症状・ 徴候に対す
る 看護活動

PS-08-26-01
生殖器系・ 乳房の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ ン 、 看
護活動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-27
生殖器系・ 乳房の
疾患・ 病態に対す
る 看護活動

PS-08-27-01
生殖器系・ 乳房の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理解し て
いる 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-28
妊娠と 分娩に関す
る 構造と 機能の理
解

PS-08-28-01 妊娠・ 分娩・ 産褥の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-08-29
妊娠と 分娩の症
状・ 徴候に対する
看護活動

PS-08-29-01
妊娠・ 分娩・ 産褥でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ ン 、 看護活
動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 3

PS-08-30
妊娠と 分娩の疾
患・ 病態に対する
看護活動

PS-08-30-01
妊娠・ 分娩・ 産褥に関する 主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を
説明でき る 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-31
小児（ 新生児含
む） の構造と 機能
の理解

PS-08-31-01 小児（ 新生児含む） の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-08-32
小児（ 新生児含
む） の症状・ 徴候
に対する 看護活動

PS-08-32-01
小児（ 新生児含む） の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ
ン 、 看護活動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 4

PS-08-33
小児（ 新生児含
む） の疾患・ 病態
に対する 看護活動

PS-08-33-01
小児（ 新生児含む） の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理解
し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 1

PS-08-34
内分泌・ 栄養・ 代
謝系の構造と 機能
の理解

PS-08-34-01 内分泌・ 栄養・ 代謝系の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-08-35
内分泌・ 栄養・ 代
謝系の症状・ 徴候
に対する 看護活動

PS-08-35-01
内分泌・ 栄養・ 代謝系の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ
ン 、 看護活動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-36
内分泌・ 栄養・ 代
謝系の疾患・ 病態
に対する 看護活動

PS-08-36-01
内分泌・ 栄養・ 代謝系の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理
解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-37
眼・ 視覚系の構造
と 機能の理解

PS-08-37-01 眼・ 視覚系の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 1

PS-08-38
眼・ 視覚系の症
状・ 徴候に対する
看護活動

PS-08-38-01
眼・ 視覚系の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ ン 、 看護活
動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 3

PS-08-39
眼・ 視覚系の疾
患・ 病態に対する
看護活動

PS-08-39-01
眼・ 視覚系の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理解し てい
る 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-40
耳鼻・ 咽喉・ 口腔
系の構造と 機能の
理解

PS-08-40-01 耳鼻・ 咽喉・ 口腔系の構造と 機能について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 0＊

PS-08-41
耳鼻・ 咽喉・ 口腔
系の症状・ 徴候に
対する 看護活動

PS-08-41-01
耳鼻・ 咽喉・ 口腔系の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候に対する 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ
ン 、 看護活動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-08-42
耳鼻・ 咽喉・ 口腔
系の疾患・ 病態に
対する 看護活動

PS-08-42-01
耳鼻・ 咽喉・ 口腔系の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理解
し ている 。

Does Shows How 学生が実施 0. 0＊

PS-09-01
精神系のし く みと
働き の理解

PS-09-01-01 脳と 心の働き について基本的事項を 理解し ている 。 Does Does 学生が実施 0. 4

PS-09-02
精神系の症状・ 徴
候に対する 看護活
動

PS-09-02-01
精神系の疾患でみら れる 主な症状・ 徴候、 医療面接・ フ ィ ジカ ルイ グザミ ネーショ ン ・ 精神状態の査定・
コ ミ ュ ニケーショ ン 技法、 看護活動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施 4. 2

PS-09-03
精神系の疾患・ 病
態に対する 看護活
動

PS-09-03-01 精神系の主な疾患・ 病態について病因、 疫学、 症状・ 徴候、 検査、 治療法と 看護活動を 理解し ている 。 Does Shows How 学生が実施 0. 9

PS-09
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PS-08

人体各器官の構
造・ 機能と 健康
障害に対する
ニーズ分析

人体各器官の構造・ 機能
と 健康障害に対する ニー
ズを 分析し 、 それを 活用
し た看護を 実践でき る 。

精神系の健康障
害に対する ニー
ズ分析

精神系の健康障害に対す
る ニーズを 分析し 、 それ
を 活用し た看護を 実践で
き る 。

3. 1

5. 5



指導体制と 委託の程度注釈3）

第１ 階層 第２ 階層 第２ 階層 第２ 階層 学修目標 第３ 階層 第３ 階層 第４ 階層 第４ 階層 資質・ 能力 卒業時点
各領域実習
  前時点

臨地実習時点 第1階層 第2階層 第3階層

第4階層に対する 到達度
  （ Mi l l er ピ ラ ミ ッ ド

注釈2
）

ブループリ ント
PS： 専門知識に基づいた問題解決能力（ Pr obl em Sol vi ng）
  医療専門職共通なら びに看護職と し て問題解決する ための専門的知識を 保有し て、 課題を 解決する 。

PS-10-01-01
健康段階と 健康障害に応じ た身体・ 心理・ 社会的特徴と 反応、 全人的な苦痛を 理解し 、 看護活動を 説明で
き る 。

Does Shows How 学生が実施

PS-10-01-02
健康段階と 健康障害で生じ る 対象のアド バン スケアプラ ン ニン グや悲嘆のケア（ グリ ーフ ケア） 、 対象に
と っ て望まし い生活を 過ごすための意思決定支援の方法を 理解し 、 看護活動を 説明でき る 。

Does Knows How 学生が実施

PS-10-01-03
健康障害の程度と 段階に応じ た主な治療・ 検査の適応と 合併症、 受けた際の身体・ 心理・ 社会的反応を 理
解し 、 治療目標達成のための治療計画、 療養環境の特徴を 理解し 、 看護活動を 説明でき る 。

Does Shows How 学生が実施

PS-10-01-04
健康障害の程度と 段階に応じ た手術治療（ 術前・ 術中・ 術後管理） ・ 保存的治療・ 放射線治療・ 薬物療
法・ 食事療法・ 運動療法・ 代替療法について基本的事項と 対象の反応を 理解し 、 看護活動を 説明でき る 。

Does Shows How 学生が実施

PS-10-02-01
対象が受ける 栄養療法において、 ラ イ フ サイ ク ルや健康障害の程度と 段階に応じ た栄養の種類と 適応、 禁
忌、 投与経路を 理解し 、 看護活動を 説明でき る 。

Does Shows How 学生が実施

PS-10-02-02
リ ハビ リ テーショ ン 治療の種類（ 運動療法、 物理療法、 作業療法、 言語療法） を 理解し 、 その看護活動を
説明でき る 。

Does Shows How 学生が実施

PS-10-02-03
主な治療・ 診療・ 検査を 理解し 、 回復過程およ び退院を 見通し た回復への意欲・ 主体的な回復過程を 支え
る ための看護活動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施

PS-10-03-01
対象が受ける 薬物療法の薬物動態、 薬理作用・ 副作用・ 相互作用、 安全管理、 処方を 理解し 、 看護活動を
説明でき る 。

Does Knows How 学生が実施

PS-10-03-02
小児や高齢者等のラ イ フ サイ ク ルに特徴づけら れる 薬物療法・ アド ヒ アラ ン スについて理解し 、 看護活動
を 説明でき る 。

Does Shows How 学生が実施

PS-10-03-03
小児期、 周産期、 老年期、 臓器障害時、 精神・ 心身の障害時における 主要薬物の薬物動態を 理解し 、 薬物
療法やアド ヒ アラ ン スに関する 看護活動を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施

PS-10-04-01
放射線・ 放射線量の単位、 ⾃然放射線の⼈⼯放射線の区別、放射線による電離作⽤、外部被ばくと内部被ば
く 、 放射性物質の半減期、 放射線の種類によ る 透過⼒違いについて理解している。

Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

PS-10-04-02
放射線の発⽣源と分類、X線発⽣の仕組み、X線写真撮影の被ばく線量と散乱線、放射線診療⽤装置と器具の
仕組み、核医学診療の仕組み、放射線診療と患者の被ばく線量について理解している。

Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

PS-10-04-03
放射線被ばく のし く み、 放射線の作⽤とDNAへの影響、⼈体への影響の発⽣機構、放射線による⾝体的影響
と 遺伝的影響、 ⾝体的影響の発⽣時期、被ばく線量とがんの発⽣率（確率的影響）、主な組織反応のしきい
線量を 理解し ている 。

Knows How Knows 教員等の直接の監視下で実施

PS-11-01-01
ゲノ ムと 染色体と 遺伝子、 遺伝の基本的事項（ DNAの複製と 修復、 DNAから mRNAへの転写、 タ ン パク 質合成
に至る 翻訳を 含む遺伝情報の発現およ び調節（ セン ト ラ ルド グマ） ） 、 およ び染色体分析、 ゲノ ム解析技
術の基本事項を 理解し ている 。

Does Knows How 見学

PS-11-01-02
個人の成長・ 既往歴と 三世代の家族歴の情報を 聴取し 、 血縁者の関係を 明確にする 家系図を 作成・ 活用す
る こ と ができ る 。

Does Knows 見学

PS-11-01-03
遺伝的課題を 抱える 人々への看護の基本的事項と 遺伝医療の関係機関・ 職種と 連携する 重要性を 理解し 、
看護活動を 説明でき る 。

Does Knows 見学

PS-11-02-01
移植医療( 臓器移植、 組織移植、 造血幹細胞移植等) 、 移植における 免疫応答( 拒絶反応、 移植片対宿主
病) 、 移植後の免疫抑制について理解し ている 。

Does Knows How 見学

PS-11-02-02 臓器移植を 受ける 人々への看護の概要を 理解し ている 。 Does Knows How 見学

PS-11-02-03
臓器提供は終末期の選択肢の 1 つであり 、 臓器提供に関する 情報の提示は終末期の家族ケアの１ つである
こ と を 理解し ている 。

Does Knows How 見学

PS-11-03-01
対象の免疫・ アレ ルギー反応にかかわる 組織と 細胞について基本的事項を 理解し 、 看護活動を 説明でき
る 。

Does Shows How 学生が実施

PS-11-03-02
膠原病、 血管炎、 リ ウマチ性疾患、 アレ ルギー性疾患、 自己免疫疾患等全身におよ ぶ生理的変化を 理解
し 、 主な疾患の病因、 病態生理、 症候、 診断と 治療を 理解し ている 。

Does Shows How 学生が実施

PS-11-04-01
市中感染症や医療関連感染の原因微生物、 代表的な免疫不全患者の罹患し やすい微生物、  薬剤耐性の現
状、 代表的な薬剤耐性菌( メ チシリ ン 耐性黄色ブド ウ球菌等) と 抗菌薬適正使用等の予防策について理解し
ている 。

Does Knows 学生が実施

PS-11-04-02
宿主、 感染臓器・ 部位、 原因微生物の関係、 代表的な市中感染症や医療関連感染や新興感染症等のリ スク
因子、 感染経路・ 侵入門戸、 病態生理について理解し ている 。

Does Knows 学生が実施

PS-11-04-03
感染臓器と 原因微生物、 主な原因微生物の診断方法、 抗菌薬投与の原則、 抗菌薬の初期治療( 経験的治療)
と 最適治療( 標的治療) について理解し ている 。

Does Knows 学生が実施

PS-11-04-04
ウイ ルス粒子の構造と 性状によ る ウイ ルスの分類、 ウイ ルス感染の種特異性、 組織特異性と 吸着、 侵入、
複製、 成熟と 放出の各過程、 ウイ ルス感染細胞におこ る 変化について理解し ている 。

Does Knows 学生が実施

PS-11-05-01
対象におこ る 炎症の分類、 組織形態学的変化と 経時的変化の基本的事項を 理解し 、 看護活動を 説明でき
る 。

Does Does 学生が実施

PS-11-05-02
炎症組織の治癒過程、  炎症と メ タ ボリ ッ ク シン ド ロ ーム、 動脈硬化、 腫瘍、 老化へのかかわり について理
解し ている 。

Does Shows How 学生が実施

PS-11-06
障害に対する 細
胞・ 組織の反応に
対する 看護実践

PS-11-06-01
対象の細胞の寿命、 DNA損傷・ 修復、 組織の修復を 促進・ 阻害する 因子について基本的事項を 理解し 、 看護
活動を 説明でき る 。

Does Shows How 見学 0. 0＊

PS-11-07-01
腫瘍性疾患発症の遺伝的素因・ 基礎疾患・ 感染症・ 環境生活習慣等のリ スク 因子、 腫瘍の予防・ 検診につ
いて理解し ている 。

Does Knows How 学生が実施

PS-11-07-02
腫瘍の生理的変化を 理解し 、 主な疾患の病因、 病態生理、 症候、 診断と 治療、 腫瘍のTNM分類、 ステージを
理解し 、 看護活動を 説明でき る 。

Does Does 学生が実施

PS-11-07-03 腫瘍性疾患を 持つ人々が直面する 社会的・ 精神的な課題を 理解し 、 看護活動を 説明でき る 。 Does Shows How 学生が実施

PS-11-07-04
原発不明がん、 転移性腫瘍、 重複がん、 AYA世代の腫瘍、 希少がんの種類、 症候、 診断、 治療について概要
を 説明でき る 。

Does Shows How 学生が実施

PS-11-08-01 対象の止血と 血液凝固・ 線溶系について基本的事項を 理解し 、 看護活動を 説明でき る 。 Does Shows How 見学

PS-11-08-02

ショ ッ ク の原因分類と し ての①血液分布異常性ショ ッ ク ( アナフ ィ ラ キシー、 敗血症性、 神経原性) 、 ②循
環血液量減少性ショ ッ ク ( 出血性、 体液喪失) 、 ③心原性ショ ッ ク ( 心筋収縮力低下、 弁疾患、 不整脈) 、 ④
閉塞性ショ ッ ク ( 心タ ン ポナーデ、 肺塞栓症、 緊張性気胸) と それぞれの病態およ び診断の要点について理
解し ている 。

Does Shows How 見学

PS-11-09-01
手術、 外傷、 熱傷( 気道熱傷の有無、 熱傷面積およ び深達度等の重症度評価) 等の外科的侵襲で生じ る 生体
反応と 治療方針を 理解し 、 看護活動を 説明でき る 。

Does Shows How 見学

PS-11-09-02
臓器不全( 多臓器不全、 サイ ト カ イ ン スト ーム、 播種性血管内凝固症候群) について理解し 、 看護活動を 説
明でき る 。

Does Shows How 教員等の直接の監視下で実施

PS-11-09-03
食中毒、 ガス中毒( 一酸化炭素中毒、 硫化水素、 青酸ガス) 、 農薬( 有機リ ン ・ 有機塩素) 、 アルコ ール、 薬
物( 睡眠薬・ 向精神薬・ 解熱鎮痛薬・ 麻薬・ 覚醒剤) によ る 中毒の病因( 発生機序) 、 症候、 診断と 治療につ
いて理解し 、 看護活動を 説明でき る 。

Does Shows How 実施の機会がない⇒見学

PS-11
身体を 守る し く
みと 異常に対す
る 看護実践

看護の基本と なる 身体を
守る し く みと 異常に対す
る 看護を 理解し 、 実践で
き る 。
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免疫・ アレ ルギー
に対する 看護実践

感染に対する 看護
実践

炎症に対する 看護
実践

腫瘍に対する 看護
実践

健康障害に対する
放射線療法

遺伝医療と ゲノ ム
医療に対する 看護
実践

移植医療に対する
看護実践

出血に対する 看護
実践

健康障害の程度
と 段階に応じ た
看護実践

健康障害の程度と 段階に
応じ た看護を 実践でき
る 。

PS-11-08

PS-11-09

PS-11-02

PS-11-03

PS-11-04

PS-11-05

PS-11-07

侵襲に対する 看護
実践

健康段階と 健康障
害に応じ た対象の
反応の理解

健康障害や治療・
検査に対する 看護
活動

健康障害に対する
薬物療法

0. 8

PS-10-01

PS-10-02

＊「0.0
＊
」の記載は、表の数値は小数点第2位を四捨五入して示したため、「0＜＊＜0.05」は意味するものである。

注釈3）見学：見学（看護行為の身体的侵襲の程度等、臨地実習指導者が判断）、看護師の直接の監督下で実施：看護師（臨地実習施設に所属）の直接の監督下で実施、
　　　 教員等の直接の監督下で実施：教員等（看護師だが臨地実習施設に所属しない）の直接の監視下で実施、学生が実施：学生が（看護師等がすぐに対応できる状況下で）実施

PS-11-01

PS-10

0. 4

0. 4
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